
７

ウ
ナ
ギ
稚
魚
の
放
流

守
り
、育
て
る
漁
業

あ
な
た
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

つながろう日本

あ
な
た
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

広   報広   報



教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
（
６
月
20
日
公
布
）

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
、教
育

委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
改
正
は
、教
育
行
政
に
お
け

る
責
任
体
制
の
明
確
化
や
迅
速
な
危
機

管
理
体
制
の
構
築
、教
育
委
員
会
と
首

長
と
の
連
携
強
化
な
ど
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
点
な
ど
に
つ
い
て
、お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
☎
６
１
・
１
６
３
８

　

総
務
課
☎
６
１
・
１
６
０
３

●
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
体

　

制
の
明
確
化
。

●
教
育
委
員
会
の
審
議
の
活
性

　

化
。

●
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構

　

築
。

●
地
域
の
民
意
を
代
表
す
る
首

　

長
と
の
連
携
の
強
化
。

●
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
な
ど
が

　

起
き
た
後
に
お
い
て
も
、再

　

発
防
止
の
た
め
に
国
が
教
育

　

委
員
会
に
指
示
で
き
る
こ
と

　

を
明
確
化
。

○
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の
ど

　

ち
ら
が
責
任
者
か
わ
か
り
に

　

く
い
。

○
教
育
委
員
会
の
審
議
が
形
骸

　

化
し
て
い
る
。

○
い
じ
め
な
ど
の
問
題
に
対
し

　

て
、必
ず
し
も
迅
速
に
対
応

　

で
き
て
い
な
い
。

○
地
域
住
民
の
民
意
が
十
分
に

　

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

○
地
方
教
育
行
政
に
問
題
が
あ

　

る
場
合
に
、国
が
最
終
的
に

　

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す

　

る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
変
わ
る
！ 

教
育
委
員
会
制
度

育
長
の
ど

　

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/hakusho/nc/1350135.htm
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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

今月の表紙
守り、育てる漁業「ウナギ稚魚放流」

水俣川漁業組合がウナギの稚魚約

12kgを放流しました。６月８日には

モクズガニ約200kgとテナガエビ３

kgも放流。漁業資源を守るためには、

捕るだけではなく育てることも大切

なんですね。大きくなってまた会え

る日が楽しみです。（５月21日撮影）
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具体的な
内容は、
左ページへ！



　

水
俣
市
総
合
教
育
会
議
を

　

開
催
し
ま
す

　

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、全

て
の
地
方
公
共
団
体
に「
総
合

教
育
会
議
」が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

水
俣
市
に
お
い
て
も
、市
長

と
教
育
委
員
会
が
、教
育
の
課

題
や
方
向
性
な
ど
を
共
有
し
、

意
思
疎
通
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
教
育
施
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

■
水
俣
市
総
合
教
育
会
議

○
市
長
が
招
集
し
、原
則
公
開

○
市
長
と
教
育
委
員
会
で
構
成

■
協
議
・
調
整
す
る
事
項

○
教
育
行
政
の
大
綱
の
作
成 　

　
※
大
綱
に
つ
い
て
は
下
段
で
説
明
。

○
教
育
の
条
件
整
備
な
ど
、重

　

点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

○
児
童
や
生
徒
な
ど
の
生
命
・

　

身
体
の
保
護
な
ど
、緊
急
の

　

場
合
に
講
ず
べ
き
措
置

★
総
合
教
育
会
議
で
は
、市
長

と
協
議
や
調
整
を
行
い
ま
す
が
、

教
育
行
政
に
お
け
る
最
終
的
な

執
行
権
限
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

（写真左から）
　山田誠次 教育委員
　荒木由紀子 教育委員長
　吉本哲裕 教育長
　河田奈保子 教育委員
　堀浄信 教育委員

　

今
年
度
中
に「
教
育
大
綱
」

　

を
作
成
し
ま
す

◆「
教
育
大
綱
」と
は

　

教
育
の
目
標
や
施
策
の
根
本

的
な
方
針
で
す
。

　

水
俣
市
で
は
平
成
27
年
度

中
に
大
綱
を
策
定
し
、市
と
し

て
の
教
育
施
策
に
関
す
る
方
向

性
を
明
確
化
し
ま
す
。市
長
と

教
育
委
員
会
は
大
綱
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す
る
事
務
を

行
い
ま
す
。

◆
策
定
の
方
法

　

総
合
教
育
会
議
で
、市
長
と

教
育
委
員
会
が
協
議
・
調
整
を

尽
く
し
、市
長
が
作
成
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を

　
一
本
化
し
ま
す

　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一

本
化
し
、「
新
」教
育
長
を
設
置

し
ま
す
。

　
「
新
」教
育
長
の
設
置
に
よ
り
、

教
育
委
員
へ
の
迅
速
な
情
報
提

供
や
会
議
の
招
集
の
実
現
を
図

り
ま
す
。

◆「
新
」教
育
長

○
市
長
が
任
命

○
常
勤
で
、任
期
は
３
年

○
教
育
委
員
会
の
代
表
・
責
任
者

★
水
俣
市
で
は
、次
の
教
育
長

　

選
出
時
に
行
う
予
定
で
す
。

　これまでは、教育委員会と行政が連携しようとしても難しい点があ
りました。新制度では、行政と一緒に学校教育や社会教育の推進、文
化振興などについて定期的に話し合い、協力し合う体制ができます。
市長にもより一層教育に関心を持ってもらえると思いますし、予算や
人材、教材の情報把握などがスムーズになり、教育活動の充実につな
がることが期待されます。
　特に、「子どもと福祉」は密接な関係にあります。行政のさまざまな
支えがあることは、子どもの生活環境の向上となりますし、水俣市教
育委員会の目標である「心豊かな人づくり」にもつながります。
　総合教育会議の開催により、行政と教育が互いに活性化すること
で、子どもたち一人一人の夢の実現や未来をみんなで支えられる水
俣になることを、心から願っています。

「第１回水俣市総合教育
会議」を開催します！

■日時　7月17日㈮
　　　　13時30分～
■場所　市役所４階
　　　　全員協議会室
★会議を傍聴できます　　
　　（先着10人）
　13時20分までに会場入り
　口で受け付けを済ませてく
　ださい。

Interview

子どもたちの夢や未来を、
　行政と一緒に描いていける新制度に期待

水俣市教育委員長　荒木 由紀子さん

俣の教育を支える、水俣市教育委員会
　教育委員会は、市長が議会に提案し、議会の同意を得て任命した
５人の教育委員で構成されています。
　水俣市の教育に関するさまざまなことを話し合い、市民の目線
で意見や提案をしながら、教育方針を決定しています。

水

定例教育委員会の様子

3 広報みなまた2015.7.1



ポスター
原画

を描きま
した！

第60回
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Ａタイプ：胸プリントのみ　　２５００円
Ｂタイプ：胸プリント＋背中 　３０００円
　　　　　　　　　　　　　（税込価格）

生地は「鹿の子（全 24色）」と「ドライ（全17色）」
の２種類、胸ポケットあり・なしが選べます。
申し込みは、右記問い合わせ先まで！

※納品に10日程必要です。
※売り上げの一部は、恋龍祭運営のための寄付に
　なります。

　昭和 31年に水俣港が外国貿易港に指定されたのを記念して始
まった恋龍祭。今年で第６０回を迎えます。自然の恵みに感謝し、
海の神と山の神を年に一度まちへお招きし、２つの龍神さんの出会
いを市民総参加でお祝いします。
　「恋」は恋路島、「龍」は龍山。水俣の海と山それぞれのシンボル
から一文字ずついただき、この名前になりました。また、海と山を
つなぐ川、すなわち水は命の根源。恋龍祭ではこの「水」をキーワー
ドに、オープニングセレモニーで寒川水源、水俣湾それぞれからく
んだ水を合わせる「出会いの儀式」も行います。

7月18日㈯・19日㈰7月18日㈯・19日㈰7月18日㈯・19日㈰海の龍山の龍

◆ スケジュール ◆ 　★は本部（※土日で場所が変わります）
　　　　　今年は両日とも、祭りをインターネットでライブ中継！

※都合により、日程などは両日とも変更
　になる場合があります。
※荒天の場合は７月20 日㈪・（祝）に延期
　します。その場合の日程などは問い合
　わせてください。

【両日開催】  恋龍祭歴史展（パネル展）

　7/18 ㈯　本部：肥後銀行駐車場

  9：00　神事（中尾山／汐見町）
10：30　お清めの儀
　　　　（寒川水源／親水護岸）
18：00　カラオケ選手権 ★
18：50　ポスター原画制作者
　　　　　紹介 ★
19：00　市民総おどり
　　　　特別ゲスト：山鹿灯籠
　　　　（君島タクシー前
　　　　　　　～滝下昭和堂前）
20：50　市民総おどり表彰式 ★

　7/19 ㈰　本部：水俣駅前

14：00　おふれ太鼓 ★
14：10　オープニングセレモニー 
　　　　海と山の出会い ★
15：20　ロアッソくんサンバ ★
15：30　市民パレード
　　　　 仮装・みこし・音楽隊・踊りなど
　　　　特別ゲスト：牛深ハイヤ
　　　　（水俣駅前～
　　　　　　     君島タクシー前）

●おれんじ鉄道に乗って
　　恋龍祭を見に行こう！！
　19日㈰限定！
　おれんじ鉄道感謝デー♪
　八代駅～川内駅の全区間、
　乗車１回につき、運賃が
　大人 300 円まで！
　子ども100 円まで！
　※上記金額以内のときは通常料金

　 年のポスター原画制作者は、
水俣高校３年、山野桂太くん！
　美しい水俣の街並みの上で、龍が舞ってい
るイメージを表した自信作。陸上の練習がて
ら中尾山に登って写真を撮るなど、まちの風
景にこだわりました。
　山野くんは「第 60 回という節目の年に選ん
でもらえて本当にうれしい。見に来る人、参加
する人、みんなに楽しんでほしい」と喜びました。

申込受付は7/10 ㈮まで！
◆祭り運営のため、
　協賛金をお願いします！
　運営には多額の費用が必要です。
　伝統行事存続のため、ご協力をお願いし
　ます。

■問い合わせ
　水俣商工会議所　☎ 63-2128
　水俣市経済観光課☎ 61-1629

　　周年記念ポロシャツ販売中！

今

60



みなまたしらすDONフェア・2015
I♥SHIRASU

♥15 釜揚げしらす飯 650円

湯の鶴迎賓館鶴の屋
☎ 68-0268【休み】水曜
【営業】10:00～20:00（夜は予約営業）

♥13 ホタテのムースしらす入りサラ玉ソース 3240円

アージェひげの店
☎ 62-0908【休み】水曜
【営業】12:00 ～ 14:00（夜は予約制）

♥14 漁師 SHIRASU飯 930円

貝汁味処 南里
☎ 62-4200【休み】なし
【営業】10:00～15:00 ／ 17:00～22:00

♥11 しらすとトロの相乗り丼 1080円　※ランチ限定

和風三笠
☎ 62-4777【休み】不定
【営業】11:00～22:00

♥09 夢恋路 1000円

寿し処 有村
☎ 62-3919【休み】不定
【営業】12:00～14:00 ／ 17:00～22:00

♥07 しらす海鮮丼 630円

水光社レストラン
☎ 62-5022【休み】なし
【営業】11:00～19:00

♥05 釜揚げしらす丼 450円

中華料理 天宝閣
☎ 62-2947【休み】火曜
【営業】11:30～14:00 ／ 17:30～20:30

♥04 冷製パスタしらすと３色ソース 850円（ランチ）

M'sシティスカイレストラン えむず
☎ 63-3252【休み】６月11日㈭
【営業】11:00～15:00 ／ 17:00～22:00

♥06 しらすおろしそば 1080円

そば処 めん太郎
☎ 62-5353【休み】火曜
【営業】11:30～15:00

♥02 水俣しらすつるつる丼 980円

味処 池田屋
☎ 63-3836【休み】不定
【営業】12:00～14:00 ／ 17:30～22:00

♥08 しらすの親子丼  850 円  ※あっさり鯵のづけ丼 700円も有り

味心松
☎ 63-9551【休み】日曜
【営業】11:00～14:00 ／ 18:00～22:00

♥03 しらすのゆずコショウチャーハン 650円

アジアンキッチン タブール
☎ 62-6163【休み】不定
【営業】11:30～14:00 ／ 18:00～23:00

♥01 しらす卵  400 円  ※しらす炒めし（サラダ・味噌汁付き）600円も有り

炉端焼 丸八
☎ 62-5932【休み】日曜・祝日・土曜昼
【営業】12:00～13:00 ／ 17:00～23:00

♥12 水俣産しらすとアボカドのピッツァ  1000 円

福田農場ワイナリー「バレンシア館」
☎ 63-3900【休み】不定
【営業】10:30～21:00

♥10 季節の野菜としらすピッツァ  750 円

旬菜カフェ　水俣屋
☎ 84-9114【休み】不定
【営業】10:00～20:00

水俣市漁業協同組合 × 水俣市飲食業同業組合 × 水俣市 問い合わせ　水俣市経済観光課　　☎ 61-1629
　　　　　　みなまた観光物産協会☎ 63-2079
♥

※夜のコース料理の一品
（前日までに要予約）

フワフワでもちもちのピッツァ生地に、しら
すや生ハム、たっぷりの野菜をのせたサラ
ダ感覚のピッツァ。

カリカリのしらすととろ～りチーズの相性が
バツグンの一品。アボカドの滑らかな食感
も◎。

水俣産のしらすをだしと卵でとじた一皿。
一口ほおばれば、口の中に磯の香りが広が
る。汁付き600円も有り。

たっぷりのしらすが入った、ゆずコショウ
の風味と辛みがガッツンとくるチャーハン。

しらすと鰯のつみれ揚げが入った親子丼。
ふわふわの卵との組み合わせがたまらな
い。

味付けしらすと 揚げしらす、山芋とちり
めんを和えたものをアツアツのご飯にトッ
ピング。特製だし醤油が◎

麺を覆うほど具材を盛り、たっぷりの大根
おろしとしらすをぶっかけて楽しむ夏場に
ピッタリの冷製そば。

冷製パスタに、しらすと３色のソース、お
好みでトッピングをのせて味わう。バイキ
ングの一品。しらすのタイ風焼きそばも有り。

揚げしらすと特製タレで仕上げたミニ丼。
ご当地グルメの水俣チャンポンとのセット
1,050 円も有り。

水俣で水揚げされたしらすをたっぷり使い、
新鮮な刺身を敷き詰めた、旬の味がしっか
りと楽しめる丼。

新鮮魚介にしらすをのせた、味わいのある
一品。しらすをのせた大根おろし、あおさ
汁付き。

しらすとご飯の王道の組み合わせに、豪華
なトロと濃厚な温泉卵をトッピング。鰹だ
しの効いたつゆも絶品。

揚げされた水俣産しらすをたっぷりと
使って仕上げた丼。しらすのおかわりが付
いている驚きのサービスもあり。

ホタテのムースを、水俣のお茶入りパン粉
と焼き上げ、ちりめんが入った特製クリー
ムソースで楽しむ。

水俣産の極上しらすに卵をトッピング。し
らすの味わいを、地元産の少し甘めの醤油
でいただく一杯。

8/2㈰まで開催中です！

※夜のバイキングは
　男性 3,240 円、女性 2,370 円

5 広報みなまた2015.7.1
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快適なまち、市民みんなの手で
第 43回花いっぱい運動

5/28

「聴くこと」の大切さを感じよう
傾聴ボランティア講演会

5/20

　

市
は
、
市
民
一
人
一
人
の
手
に

よ
る
花
と
緑
の
快
適
な
ま
ち
作

り
を
推
進
す
る
た
め
、
花
の
苗
を

無
料
配
布
し
ま
し
た
。
会
場
の
水

俣
駅
前
広
場
ふ
れ
あ
い
館
に
は
、

２
７
１
人
が
訪
れ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど
の
苗
を

う
れ
し
そ
う
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま

し
た
。
５
月
27
日
に
は
、
申
請

の
あ
っ
た
団
体
へ
の
無
料
配
布
も

行
い
ま
し
た
。
花
の
苗
の
一
部
は
、

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
連
合
会
と

市
内
の
個
人
か
ら
の
提
供
。
配
布

は
、
市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
も
や

い
館
で
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
傾
聴
」
は
、
相
手
の
話
を
「
聴

く
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
。
聴
く
こ
と
で
心
を
落
ち
着
か

せ
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
す
る
効

果
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

日
は
、
傾
聴
ネ
ッ
ト
キ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
代
表
の
菊
池
美
保
子
さ
ん

が
「
今
、
な
ぜ
傾
聴
か
！
」
と
題

し
て
自
身
の
経
験
を
交
え
な
が
ら

講
演
。
参
加
し
た
約
30
人
が
、
聴

く
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
た
。

福祉への関心と理解を深めるきっかけに
ISUI（いすい）フェスティバル2015

5/23

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
う
「
水
俣
・
芦
北
地
域

水
俣
病
被
害
者
等
保
健
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
、
春
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
地
域
と
福
祉
を
結

ぶ
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
が
目
的

で
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催

で
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
白
梅
の
杜
に
は

出
店
が
並
び
、
三
味
線
や
歌
、
ダ

ン
ス
、
恋
龍
太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏
、

よ
さ
こ
い
、
も
や
い
音
楽
祭
Ｐ
Ｒ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
催
し
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お茶を通して楽しく国際交流
お茶摘み体験で国際交流

5/24

　

水
俣
国
際
交
流
協
会
が
、
石
坂

川
石
飛
地
区
の
「
天
の
製
茶
園
」

で
お
茶
摘
み
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
外
国
語
指
導
助
手
や
海
外
か

ら
の
留
学
生
な
ど
12
人
が
参
加
。

有
機
栽
培
の
お
茶
摘
み
と
国
際
交

流
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

摘
み
方
な
ど
は
、
同
茶
園
の
天

野
浩
さ
ん
が
指
導
。
摘
ん
だ
お

茶
は
大
釜
で
い
り
、「
釜
い
り
茶
」

づ
く
り
も
体
験
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
「
自
分
た
ち
で
作
っ
た
お
茶

は
優
し
い
味
だ
っ
た
」
と
満
足
そ

う
に
話
し
ま
し
た
。
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放置森林を効率的に整備します
水俣芦北地域森林集約化協議会設立

6/3

　

水
俣
・
芦
北
地
域
で
放
置
さ
れ

て
い
る
森
林
を
集
約
し
、
効
率
的

に
整
備
し
て
い
く
た
め
、「
水
俣
芦

北
地
域
森
林
集
約
化
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
組
合
や

所
有
者
、
管
内
市
町
で
構
成
し
、

放
置
森
林
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。
県
の
「
森
と
担
い
手
を
つ
な

ぐ
集
約
化
促
進
事
業
」
で
、
県
内

で
は
４
カ
所
目
の
設
立
で
す
。

　

ま
ず
は
、
宝
川
内
と
久
木
野
の

森
林
約
１
２
０
０
ha
を
モ
デ
ル
地

区
に
選
定
。
放
置
森
林
の
所
有
者

を
特
定
し
整
備
を
促
す
な
ど
、
森

林
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市民手づくりの森に、光があたる
「緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰」受賞報告会

　

平
成
７
年
に
結
成
し
た
実
生
の
森

実
行
委
員
会
が
４
月
27
日
、
「
緑
化

推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
委
員
会

は
水
俣
病
を
教
訓
に
環
境
再
生
を
願

い
、
種
子
か
ら
市
民
協
働
に
よ
る

「
森
づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
活
動
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
椎
葉
昭
二

委
員
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
っ

た
が
、
20
年
経
っ
て
立
派
な
森
に
な

っ
て
う
れ
し
い
」
、
金
刺
潤
平
実
行

委
員
長
は
「
今
後
は
市
民
が
楽
し
め

る
、
森
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

義援金は日本赤十字社を通して、東日本大震災義援金として寄付します

6/3

水俣のアマチュアバンドが震災支援
東日本大震災支援コンサート寄付金贈呈

　

水
俣
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が

４
月
12
日
、
も
や
い
館
で
「
第

５
回
東
日
本
大
震
災
支
援
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
合

司
会
に
か
な
ぶ
ん
や
さ
ん
を
迎
え
、

や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
や
熊
本
ロ
ッ

ク
組
な
ど
が
出
演
。
会
場
内
に
募

金
箱
を
設
置
し
、
来
場
者
に
義
援

金
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
に

は
実
行
委
員
が
、

寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
を
西
田
市

長
に
届
け
ま
し

た
。

6/3

▲設立総会の様子

熊本の未来、可能性を探る
第５回くまもと未来会議リレー会議

5/28

　

県
は
も
や
い
館
で
、「
第
５
回
く

ま
も
と
未
来
会
議
リ
レ
ー
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
熊

本
の
可
能
性
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
長
期
的
に
意
見
を
聞

く
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
で
、
平
成
25
年

度
か
ら
リ
レ
ー
方
式
に
よ
り
県
内

各
地
域
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
議
は
、
蒲
島
知
事
と
委
員
２

人
が
出
席
。「
本
当
の
安
心
を
実

現
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

人
口
減
少
が
進
む
中
で
幸
せ
を
実

感
で
き
る
熊
本
の
実
現
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

▲左から前田チヅ子委員、椎葉昭二委員、金刺潤平委員、西田市長
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４年ぶりの梅狩り！
中尾山梅狩り

6/6

▲収益の一部は、福島に住む子どもたちのために寄付します

　

市
は
中
尾
山
の
梅
園
で
、
４
年

ぶ
り
に
梅
狩
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

近
年
は
梅
が
老
木
に
な
り
、
実
の

つ
き
が
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
は
一
定
の
数
量

が
見
込
め
た
た
め
実
施
。
参
加
し

た
人
は
、
収
穫
し
た
梅
で
何
を
作

ろ
う
か
と
楽
し
そ
う
に
話
し
な
が

ら
、
次
々
に
梅
を
袋
に
詰
め
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
参
加
者
と
職
員
で
、

約
１
０
７
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
梅
を
収

穫
。
来
年
以
降
も
実
の
つ
き
具
合

を
確
認
し
な
が
ら
、
実
施
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

フラダンスで、水俣と福島をつなぐ
第３回フラフェスタ in Minamata

6/7

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
な
う
ら
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
が
、
湯
の
児
温
泉
で
３
回
目
と

な
る
フ
ラ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し

た
。
福
島
県
の
フ
ラ
ダ
ン
サ
ー
や
市

内
外
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
・
バ
ン
ド
が
参
加
。
訪
れ
た

人
は
、
華
や
か
な
踊
り
と
音
楽
を
楽

み
ま
し
た
。

　

水
俣
駅
で
は
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
で

お
れ
ん
じ
食
堂

を
お
出
迎
え
す

る
イ
ベ
ン
ト
も

行
い
ま
し
た
。

万が一に備え、防災対策を協議
水俣市防災会議・国民保護協議会

6/11

　

市
は
も
や
い
館
で
、「
平
成
27

年
度
水
俣
市
防
災
会
議
・
国
民
保

護
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

消
防
や
警
察
、
県
、
市
内
各
団
体

な
ど
関
係
機
関
が
出
席
。
事
業
報

告
で
は
、
自
主
防
災
組
織
や
昨
年

度
行
っ
た
土
砂
災
害
防
災
訓
練
、

台
風
の
上
陸
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
主
要
事
業
の
説
明
で

は
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
に
つ

い
て
説
明
。
今
後
２
カ
年
か
け
て

更
新
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

住
民
へ
の
情
報
伝
達
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市民が頑張る、環境のまちづくり
「環境保全功労者等環境大臣表彰」受賞

6/10

　
「
環
境
保
全
功
労
者
等
環
境
大
臣

表
彰
」
で
、
も
や
い
音
楽
祭
実
行
委

員
会
と
水
俣
一
小
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

も
や
い
音
楽
祭

実
行
委
員
会
は
、

水
俣
病
被
害
者
な

ど
の
思
い
を
音
楽

を
通
し
て
語
り
継

ぐ
こ
と
で
、
地
域

福
祉
に
貢
献
。
水

俣
一
小
は
、
ご
み

の
分
別
収
集
や
、

身
近
な
ご
み
を
拾

う
こ
と
で
自
分
を

取
り
巻
く
環
境
を
見
つ
め
直
す
「
カ

ン
キ
ョ
ー
ズ
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

▲「環境保全功労者表彰」を受賞したも
やい音楽祭実行委員会（6/15、市役所で）

▲「地域環境美化功績者表彰」を受賞し
た水俣第一小学校（6/15、市役所で）
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世代を超えて、田植えで交流
ビハーラまどかで田植え体験

6/12

　

石
坂
川
の
ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か
を

わ
か
た
け
保
育
園
の
園
児
13
人
が

訪
問
し
、
田
植
え
で
交
流
し
ま
し

た
。
土
と
水
を
入
れ
た
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
の
箱
を
、
田
ん
ぼ
に
見

立
て
て
実
施
。
子
ど
も
た
ち
は
少

し
恥
ず
か
し
そ
う
に
、
施
設
の
皆

さ
ん
は
訪
問
を
喜
ぶ
笑
顔
で
、
田

植
え
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

施
設
を
外
部
の
団
体
が
訪
問
し

た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
。
松
田

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
は
、
「
今
後

も
い
ろ
い
ろ
な
人
に
訪
れ
て
も
ら

い
、
交
流
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

地域医療に貢献する、優良病院
医療センター「自治体立優良病院」表彰受賞

　

医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
「
自
治
体
立

優
良
病
院
総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
経
営
の
健
全
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
地
域
医
療
の

確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
選
考
基
準
と
な
っ
て

お
り
、
審
査
の
結
果
、
今
年
度
は
４

病
院
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
黒
字
経
営
を

継
続
中
で
す
。
救
急
病
院
と
し
て
水

俣
・
芦
北
管
内
の
他
、
鹿
児
島
県
か

ら
も
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入
れ
、

久
木
野
診
療
所
を
週
２
回
運
営
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
医
療
へ
の

貢
献
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

6/15

▲受賞式に出席した、坂本不出夫・病院事業管理者（後列左）

▲左から 105 歳、5歳、97歳。年の差最高 100 歳の田植えです

いじめの未然防止への取り組みを発表
心のきずなを深めるシンポジウム

　

県
教
育
委
員
会
が
宇
土
市
で
開

催
し
た
「
心
の
き
ず
な
を
深
め
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
、
市
内
小
中

学
校
を
代
表
し
て
、
葛
渡
小
と
水

俣
二
中
の
児
童
生
徒
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
５
人
は
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
。

学
校
で
増
や
し
た
い
「
が
ん
ば
ろ

う
」
「
大
丈
夫
？
」
「
あ
り
が
と

う
」
の
３
つ
の
言
葉
や
、
「
い

じ
め
ゼ
ロ
宣
言
」
、
「
小
中
合
同

あ
い
さ
つ
運
動
」
な
ど
の
活
動
を
、

県
内
の
学
校
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
部
で
は
、
水
俣
高
校

の
生
徒
も
参
加
し
ま
し
た
。

6/13

あなたの好きな本、教えて♪
みなまた朝の読書会

6/13

　

宮
崎
一
心
堂
の
読
書
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
部
が
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
「
み
な
ま
た
朝
の
読

書
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

が
初
の
取
り
組
み
で
す
。

　

今
回
は
10
代
か
ら
40
代
の
女
性

が
対
象
。
好
き
な
本
や
オ
ス
ス
メ

の
本
を
持
ち
寄
り
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。

　

持
ち
寄
ら
れ
た
本
は
、
絵
本
や

漫
画
、
小
説
、
楽
譜
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
本
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
購

入
に
至
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

本
を
通
し
て
の
日
々
の
暮
ら
し
な

ど
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。



求
む
！  

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

水
俣
市
職
員
採
用
試
験

　

水
俣
市
は
「
固
定
観
念
や
先
例

に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら
考
え
、
行
動

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
真し
ん

摯し

に

取
り
組
ん
で
い
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
持
っ
た
人
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
職
種
な
ど　

表
１
、２

■
注
意
事
項　

①
職
種
の
併
願
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務
経

　

験
に
は
、
会
社
員
、
団
体
職
員
、

　

自
営
業
者
、
公
務
員
な
ど
と
し

　

て
、
常
勤
で
６
カ
月
以
上
継
続

　

し
て
就
業
し
て
い
た
期
間
が

　

該
当
し
ま
す
。
職
務
経
験
期
間

　

が
複
数
あ
る
場
合
は
、
通
算
で

　

き
ま
す
。

③
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
や

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠

　

格
条
項
の
規
定
に
該
当
す
る

　

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
試
験
案
内
の
請
求

①
来
庁　

市
役
所
３
階
総
務
課
で

　

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
郵
送　

封
筒
の
表
に
「
職
員
採

　

用
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き

　

し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た

　

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ

　

４
サ
イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
同

　

封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

試
験
案
内
、

　

受
験
申
込
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

■
締
切
日　

８
月
14
日
㈮
（
郵
送

は
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
６
１
・
１
６
０
３
／
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.city.

m
inam

ata.lg.jp/

市役所から
お知らせです

試験区分 職　種 採用予定 受　験　資　格

大卒程度

 行政事務 ５人程度 4年制大学卒業程度の学力を有
する人

昭和 57 年 4月 2日から
平成６年 4月 1日まで
の間に生まれた人

 行政事務
（民間企業な
ど経験者）

２人程度
民間企業などで3年以上の職務
経験を有し、その経験や能力を
即戦力として発揮できる人

 土木技術

１人程度

4年制大学卒業程度の学力を有
し、土木技術に関する科目を履
修した、または履修中の人

 土木技術
（民間企業な
ど経験者）

民間企業など（建設会社、設計
会社など）で、土木工事の設計お
よび監督業務について3年以上の
職務経験を有し、その経験や能力
を即戦力として発揮できる人

高卒程度

 行政事務 １人程度 高校卒業程度の学力を有する人
平成６年4月2日から平
成 10年 4月1日までに
生まれた人

 行政事務
（障がい者） １人程度

高校卒業程度の学力を有し、自
力により通勤ができ、介護者な
しに１日７時間 45 分、週５日
間 38 時間 45 分の職務遂行が
可能な人

昭和 57年 4月2日から
平成 10年 4月1日まで
の間に生まれ、身体障
害者手帳の交付を受け
ていて、活字印刷文によ
る出題に対応可能な人

表１　試験区分など

試験区分 １次試験 ２次試験 合格発表

大卒程度
高卒程度

 筆記試験
９月20日㈰

 面接試験
 作文試験
11月上旬

12月中旬

表２　試験日程

試
験
試
験
試
験

10広報みなまた2015.7.1



総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

職
員
採
用
試
験

■
日
時　

８
月
29
日
㈯　

８
時
30

分
〜

■
場
所　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
本
館
５
階
会
議
室

■
職
種
・
受
験
資
格　

下
表
参
照
。

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
な
ど
に
あ
て
は
ま

る
人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
試

験
案
内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
ま
で
の
流
れ　

申
込
書
請

求
↓
申
込
手
続
↓
受
験
票
交
付

↓
採
用
試
験
受
験

◆
申
込
書
請
求
に
つ
い
て

①
直
接
来
院　

総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
本
館
５
階
総
務
課
総
務
係
に

　

備
え
付
け

②
郵
便
請
求　

申
込
書
返
送
の
た

　

め
の
返
信
用
封
筒
（
宛
先
明
記
、

　

１
４
０
円
切
手
貼
付
、
Ａ
４
サ

　

イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
同
封
の

　

う
え
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

　

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

　

き
し
て
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

③
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

試
験
案

　

内
、
受
験
申
込
書
、
受
験
票
を

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

◆
申
込
み
手
続
き
に
つ
い
て

■
提
出
書
類　

受
験
申
込
書
、
受

験
票（
必
要
事
項
を
記
入
し
た
も
の
）

①
直
接
来
院　

総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
本
館
５
階
総
務
課
総
務
係
に

　

提
出

②
郵
送
申
込　

受
験
票
返
送
の
た

　

め
の
返
信
用
封
筒
（
宛
先
明
記
、

　

82
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
の
う

　

え
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

　

試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て
送

　

付
。

■
申
込
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈬

〜
７
月
31
日
㈮（
土
日
祝
日
除
く
）

の
８
時
15
分
〜
17
時
ま
で
（
12
時

〜
13
時
除
く
、
郵
送
は
最
終
日
消

印
有
効
）

◆
受
験
票
交
付
に
つ
い
て

①
直
接
来
院
申
込
し
た
場
合　

申

　

込
受
付
後
、
す
ぐ
に
受
験
票
を

　

渡
し
ま
す
。

②
郵
送
申
込
し
た
場
合　

８
月
５

　

日
㈬
ま
で
に
受
験
票
が
届
か
な
い

　

と
き
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
院
内
の
見
学　

事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
案
内
し

ま
す
。

■
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
７
ー
０
０
４
１　

水
俣

市
天
神
町
１
丁
目
２
番
１
号　

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
総
務
課
☎
６
３
・
２
１
０
１
／

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
m
inam

ata-hp.jp/

防災行政無線の内容が聞き取れないときは、
☎６２－６２２２で内容確認できます（火災は☎６３－６６６６）

nformationＩ

職種 採用予定数 受　験　資　格 試験の内容

看護師 10人程度 昭和 51年４月２日以降に生まれ、看護師の免許を有する人、または看護学校・大学
などを卒業または卒業見込みで、平成 28年３月までに免許取得見込みの人

教養試験
看護師適性検査

助産師 若干名 昭和 51年４月２日以降に生まれ、助産師の免許を有する人、または看護学校・大学
などを卒業または卒業見込みで、平成 28年３月までに免許取得見込みの人

診療放射線技師 若干名 昭和 51年４月２日以降に生まれ、診療放射線技師の免許を有する人、または専門学
校・大学などを卒業または卒業見込みで平成 28年３月までに免許取得見込みの人

教養試験
職場適応性検査

臨床検査技師 若干名 昭和 61年４月２日以降に生まれ、臨床検査技師の免許を有する人、または専門学校・
大学などを卒業または卒業見込みで平成 28年３月までに免許取得見込みの人

管理栄養師 若干名
昭和 51年４月２日以降に生まれ、管理栄養士の免許を有し、ＮＳＴ専門療法士、糖
尿病療養指導士、臨床栄養士のいずれかの資格を有する人、または平成 28年 3月
までに免許取得見込みの人

病院事務 若干名 昭和 61年４月２日以降に生まれ、４年制大学卒業程度の学力を有する人
教養試験
専門試験

職場適応性検査

試
験
試
験
試
験
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育
児
休
業
取
得
に
伴
う

代
替
任
期
付
き
職
員
採
用
試
験

　

育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
の

代
替
と
し
て
勤
務
す
る
、
任
期
付

き
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

給
与
や
勤
務
条
件
は
、
育
児
休

業
を
取
得
で
き
な
い
こ
と
以
外
は
、

原
則
と
し
て
任
期
の
定
め
の
な
い

職
員
と
同
じ
で
す
。

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
し
ま
す
。
職
員
が
育
児
休
業

を
取
得
し
た
場
合
に
、
必
要
に
応

じ
て
採
用
し
ま
す
。

■
職
種　
一
般
事
務
（
高
卒
程
度
）

■
受
験
資
格　

平
成
９
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
人

■
採
用
予
定
人
数　

２
人
程
度

■
試
験
日　

８
月
８
日
㈯
（
合
格

発
表
は
８
月
下
旬
予
定
）

※
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
案
内
の
請
求

①
来
庁　

市
役
所
３
階
総
務
課
に

　

備
え
付
け
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

試
験
案
内
、

　

受
験
申
込
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法　

持
参

■
申
込
締
切
日　

７
月
24
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務

課
☎
６
１
・
１
６
０
３
／
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.city.

m
inam

ata.lg.jp/

主
に
75
歳
以
上
の
人
へ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
の
更
新 

 
       

　

８
月
１
日
㈯
か
ら
使
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
（
黄
色
）
を
７

月
中
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
（
水
色
）
は
、
８

月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額

な
ど
に
つ
い
て

■
対
象　

市
の
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
で
、
市
県
民
税
が
非

課
税
世
帯
の
人

■
内
容　

医
療
機
関
を
受
診
す
る

時
に
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
認

定
証
と
表
記
）」
を
提
示
す
る
と
、

世
帯
の
所
得
区
分
に
応
じ
て
、
窓

口
で
の
医
療
費
の
支
払
い
が
限
度

額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

入
院
中
（
入
院
予
定
）
の
人
で
、

ま
だ
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
さ
れ
た
期
間
中
の
入
院
日

数
が
90
日
を
超
え
る
人
は
、
申
請

に
よ
り
食
事
代
が
さ
ら
に
減
額
さ

れ
ま
す
（
適
用
区
分
Ⅱ
に
限
る
）。

●
認
定
証
の
更
新

　

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

人
は
更
新
の
申
請
は
不
要
で
す
。

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
と
一
緒

に
認
定
証
（
黄
色
）
を
郵
送
し
ま

す
。
現
在
の
認
定
証
（
水
色
）
は
、

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民

課
（
市
役
所
２
階
⑥
番
窓
口
）
☎

６
１
・
１
６
３
３

平
成
27
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

平
成
27
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
年
間
保
険
料
は
７
月
中
旬

頃
に
通
知
し
ま
す
。
保
険
料
率
は

平
成
26
年
度
と
同
じ
で
す
。

■
保
険
料
の
算
定
方
法

保
険
料
額
（
年
間
）
＝
均
等
割
額

＋
所
得
割
額

均
等
割
額
＝
４
万
７
９
０
０
円

所
得
割
額
＝
（
総
所
得
金
額
等
ー

33
万
円
）
×
所
得
割
率
９
・
26
％

※
年
額
上
限
57
万
円

■
保
険
料
の
軽
減　

平
成
27
年
度

か
ら
所
得
が
低
い
人
の
均
等
割
額

の
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

被
用
者
保
険
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
人
の
保
険
料
は
引
き
続
き

軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

①
特
別
徴
収

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付
。

　

原
則
と
し
て
２
月
徴
収
分
と
同

　

額
を
４
月
、
６
月
、
８
月
に
仮

　

徴
収
し
て
い
ま
す
。
年
間
保
険

　

料
か
ら
８
月
ま
で
に
徴
収
し
た

　

額
を
差
し
引
い
た
額
を
10
月
、

　

12
月
、
平
成
28
年
２
月
の
３
回

　

に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

②
普
通
徴
収

　

納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
。

　

７
月
か
ら
保
険
料
を
納
付
し
て

　

く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
か
ら
特

　

別
徴
収
に
切
り
替
わ
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
６
１
・

１
６
１
０

市役所から
お知らせです

ムラサキカタバミ

試
験
試
験
試
験

後
期
高
齢

後
期
高
齢

後
期
高
齢

キュウリの花
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国
民
健
康
保
険
税
を

見
直
し
ま
し
た

　

７
月
中
旬
に
、
平
成
27
年
度
分

の
国
保
税
納
税
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
平

成
27
年
度
分
か
ら
次
の
よ
う
に
見

直
し
ま
し
た
。

★
所
得
が
低
い
世
帯
に
対
す
る

国
保
税
の
軽
減
対
象
拡
充

　

軽
減
判
定
所
得
の
基
準
の
見
直

し
に
よ
り
、
均
等
割
額
（
１
人
当

た
り
い
く
ら
）
と
平
等
割
額
（
１

世
帯
当
た
り
い
く
ら
）
の
軽
減
対

象
世
帯
を
拡
充
し
ま
し
た
。

★
所
得
な
ど
が
多
い
世
帯
の
国

保
税
の
課
税
限
度
額
（
上
限

額
）
の
引
き
上
げ

○
医
療
給
付
分

　

52
万
円
（
改
正
前
51
万
円
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
分

　

17
万
円
（
改
正
前
16
万
円
）

○
介
護
納
付
金
分

　

16
万
円
（
改
正
前
14
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
６
１
・

１
６
１
０

戸
建
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

補
助
金
事
業
開
始

　

７
月
１
日
か
ら
、
市
民
の
快
適

な
暮
ら
し
づ
く
り
と
建
築
等
に
係

わ
る
事
業
者
の
仕
事
づ
く
り
の
た

め
、
戸
建
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

補
助
金
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

■
申
請
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜
12

月
25
日
㈮

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

■
申
請
場
所　

経
済
観
光
課
経
済

対
策
室

■
申
請
者　

工
事
を
行
う
事
業
者

（
個
人
事
業
主
を
含
む
）

■
補
助
対
象
住
宅　

市
内
の
一
戸

建
て
住
宅
で
、
施
主
が
市
税
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
対
象
工
事　

改
修
、
屋
根

の
瓦
ふ
き
替
え
な
ど
で
工
事
費
用

が
税
込
み
で
20
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と

■
補
助
金
額

○
工
事
費
用
の
２
割
で
上
限
20
万
円

○
特
例
と
し
て
、
下
水
道
の
接
続

　

ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

　

置
に
係
る
浴
室
や
ト
イ
レ
等
の

　

改
修
、
耐
震
改
修
は
、
工
事
費

　

用
の
３
割
で
上
限
30
万
円

■
問
い
合
わ
せ　

経
済
観
光
課
☎

６
１
・
１
６
２
８

「
新
商
品
」・「
新
技
術
」

開
発
補
助
金

　

市
は
、
新
し
い
商
品
や
技
術
開

発
な
ど
を
考
え
て
い
る
人
に
、
そ

の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助

金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

新
商
品
を
開
発
し
た
い
人
、
革

新
的
な
技
術
を
用
い
て
新
分
野
へ

の
事
業
展
開
を
図
り
た
い
人
な
ど
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
っ
ち
ょ
良
か
も
ん
ば
作
り
ま

っ
し
ょ
い
！

■
補
助
金
額　

①
連
携
型　

上
限
２
０
０
万
円　

　
（
申
請
額
の
３
分
の
２
以
内
）

※
２
者
以
上
の
連
携
に
よ
る
申
請

②
単
独
型　

上
限
50
万
円

　
（
申
請
額
の
３
分
の
２
以
内
）

※
１
者
単
独
で
の
申
請

■
対
象　

市
に
事
務
所
を
置
く
企

業
・
団
体
ま
た
は
市
に
住
民
登
録

を
有
す
る
個
人

■
対
象
経
費　

新
商
品
・
新
技
術

な
ど
の
研
究
開
発
に
必
要
な
経
費

■
補
助
決
定
ま
で
の
流
れ　

事
業

申
請
書
を
受
け
付
け
後
、
審
査
会

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

決
定
し
ま
す
。
申
請
書
は
、
市
役

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜
24

日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
観

光
課
☎
６
１
・
１
６
２
８

消防団員を募集しています！
応募・問い合わせは、防災生活課 防災危機管理室（☎６１-１６０４）まで

nformationＩ

国
保
国
保
国
保

軽減割合 所　得　基　準　額

２割軽減
改正前 33万円＋ 45万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数※）

改正後 33万円＋ 47万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

５割軽減
改正前 33万円＋ 24万５千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

改正後 33万円＋ 26万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

※「特定同一世帯所属者」とは、国民健康保険から後期高齢者医療制度へ
移行した人で、移行後も継続して同一世帯に属する人です。

補
助
金

補
助
金

補
助
金
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介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る

制
度
改
正

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

８
月
か
ら
次
の
４
つ
が
変
わ
り
ま

す
。

★
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の

自
己
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
の
利
用
者
負
担
は
一

律
１
割
で
し
た
が
、
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
人
は
２
割
に
な
り
ま

す
。
８
月
１
日
以
降
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
に
は
、
利
用
者
負
担
が
１
割

も
し
く
は
２
割
と
記
載
し
た
「
負

担
割
合
証
（
桃
色
）」
を
、
７
月

中
旬
か
ら
送
付
す
る
予
定
で
す
。

８
月
か
ら
は
被
保
険
者
証
と
一
緒

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
２
割
負
担
の
対
象
者　

次
の
条

件
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
で
市
民
税
を
課
税
さ

　

れ
て
い
る
人

②
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円

　

以
上
の
人

③
世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
の
年
金
収

　

入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
の

　

合
計
が
、
単
身
で
２
８
０
万
円

　

以
上
、
２
人
以
上
で
３
４
６
万

　

円
以
上
の
世
帯
に
属
す
る
人

★
所
得
が
多
い
世
帯
の
１
カ
月

の
負
担
の
上
限
を
見
直
し
ま
す

　

１
カ
月
に
支
払
っ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
利
用
者
負
担
が
一
定
の

上
限
額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請

に
よ
り
超
え
た
分
を
払
い
戻
し
ま
す
。

　

８
月
か
ら
、
所
得
が
高
い
人
が

い
る
世
帯
の
人
に
つ
い
て
、
負
担

の
上
限
を
引
き
上
げ
ま
す
。

※
同
一
世
帯
内
の
65
歳
以
上
の
人

の
収
入
が
、
１
人
で
３
８
３
万
円

未
満
、
２
人
以
上
で
５
２
０
万

円
未
満
の
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
、

３
万
７
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

★
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
多

床
室
」
の
部
屋
代
を
見
直
し
ま
す

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
短

期
入
所
を
含
む
）
の
相
部
屋
（
多

床
室
）
の
１
日
当
た
り
の
部
屋
代

の
基
準
費
用
額
を
、
こ
れ
ま
で
の

３
７
０
円
か
ら
８
４
０
円
に
引
き

上
げ
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
の
利

用
分
が
対
象
で
す
。

　

食
費
・
部
屋
代
の
軽
減
を
受
け
て

い
る
人
は
引
き
上
げ
の
対
象
外
で
す
。

※
具
体
的
な
部
屋
代
は
利
用
す
る

施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

★
食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽

減
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
３
施
設
利
用
時
（
短

期
入
所
を
含
む
）
に
か
か
る
食
費

と
部
屋
代
は
原
則
と
し
て
利
用
者

負
担
で
す
が
、
低
所
得
の
人
は
申

請
に
よ
り
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
か
ら
、
負
担
軽
減
対
象
の

認
定
に
２
つ
の
要
件
を
追
加
し
ま

す
（
図
１
）。
申
請
時
に
、
配
偶

者
の
課
税
状
況
の
確
認
と
預
貯
金

通
帳
な
ど
の
写
し
の
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

軽
減
対
象
外
の
人
で
、
一
定
の

要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
に
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
軽
減
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
共
通
事
項

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
高
齢
課
☎

６
３
・
３
０
５
１

市役所から
お知らせです

介
護
保
険

介
護
保
険

介
護
保
険

区　分 負担の上限（月額）

新設
同一世帯に住民税課税所得１４５万円以上の65歳以上
の人がいて、収入が単身で３８３万円以上、２人以上で
５２０万円以上の人

44,400 円（世帯）

第４段階 ・本人が住民税非課税で、世帯の中に住民税課税者がいる人
・本人が住民税を課税されている人 37,200 円（世帯）

第３段階 市民税世帯非課税で、利用者負担第２段階以外の人 24,600 円（世帯）

第２段階 市民税世帯非課税で、課税年金収入額と合計所得金額
の合計が 80万円以下の人

24,600 円（世帯）
15,000 円（個人）

第１段階 ・市民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者
・生活保護受給者 15,000 円（個人）

※「世帯」とは、住民基本台帳場の世帯員で、介護サービスを利用した人全員の負担の
　合計の上限額を指し、「個人」とは、介護サービスを利用した本人の負担の上限額を指します。

対象外

軽減対象

市町村民税
課税世帯

所得要件

以下

超える世帯の違う
配偶者も含
めて市町村
民税を課税
されている
かで判断

追加要件①

市町村民税
非課税世帯
の人が対象

（現行）

預貯金などが一定の基準
額以下かどうかで判断

追加要件②

配偶者あり 2,000 万円
配偶者なし 1,000 万円

市町村民税
非課税世帯

図１・軽減対象判定の流れ
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平
成
27
年
度
か
ら
３
年
間
の

介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
介

護
保
険
加
入
者
が
保
険
料
を
出
し

合
い
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
保
険
制
度
で
す
。（
図
３
）

　

65
歳
以
上
の
人
が
負
担
す
る
介

護
保
険
料
の
額
は
、
３
年
間
に
必

要
と
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の

見
込
み
を
立
て
て
、
３
年
ご
と
に

改
定
し
ま
す
。

　

水
俣
市
で
は
今
後
も
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
増
え
、
か

か
る
費
用
も
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
平
成
27
〜
29
年
度

の
介
護
保
険
料
基
準
額
は
、
第

５
期
の
月
額
５
３
５
０
円
か
ら

６
３
０
円
増
え
て
月
額
５
９
８
０

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
所
得

水
準
を
き
め
細
か
く
反
映
さ
せ
る

た
め
、
国
の
標
準
９
段
階
を
さ
ら

に
細
分
化
し
て
、
平
成
24
年
度
か

ら
11
段
階
の
多
段
階
設
定
を
導
入

し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

■
問
い
合
わ
せ　
【
制
度
に
関

す
る
こ
と
】
健
康
高
齢
課
☎

６
３
・
３
０
５
１
／
【
保
険
料
の

計
算
・
納
入
に
関
す
る
こ
と
】
税

務
課
☎
６
１
・
１
６
１
０

１段階 （基準額 × 0.45 ）
年額 32,400 円

２段階 （基準額 × 0.65 ）
年額 46,600 円

３段階 （基準額 × 0.71）
年額 50,900 円

４段階 （基準額 × 0.9 ）
年額 64,600 円

５段階 （基準額 × 1.0 ）
年額 71,800 円

６段階 （基準額 × 1.2 ）
年額 86,100 円

７段階 （基準額 × 1.3 ）
年額 93,300 円

８段階 （基準額 × 1.65 ）
年額 118,400 円

９段階 （基準額 × 1.8 ）
年額 129,200 円

10 段階 （基準額 × 1.9 ）
年額 136,400 円

11 段階 （基準額 × 2.0 ）
年額 143,600 円

課税年金収入額と合
計所得金額の合計が
80万円以下ですか？

同じ世帯に市民
税が課税されて
いる人がいます
か？

老齢福祉年金を
受給しています
か？

市民税が課税さ
れていますか？

生活保護を受給
していますか？

課税年金収入額と合
計所得金額の合計が
80万円以下ですか？

課税年金収入額と合
計所得金額の合計が
120 万円以下ですか？

合計所得金額は
190 万円未満ですか？

合計所得金額は
290 万円未満ですか？

合計所得金額は
500 万円未満ですか？

合計所得金額は
800 万円未満ですか？

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

合計所得金額は
120 万円未満ですか？

はい

いいえ

いいえ

竹林園まつり
前夜祭　７月 25日㈯ 18時～　当日 26日㈰　10時～　（29ページに関連記事）

nformationＩ

介
護
保
険

介
護
保
険

介
護
保
険

65 歳以上の
人の保険料
22.0％

40 歳から 64 歳
の人の保険料
28.0％

国
25.0％

県
12.5％

水俣市
12.5％

図３・保険給付費の財源構成
（施設サービス費は国 20％、県17.5％）

図２・介護保険料
判定の流れ
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人
間
ド
ッ
ク
受
検
者
を
追
加

募
集
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
健
診
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
人
、
し
ば
ら
く
健
診
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
期
間　

７
月
３
日
㈮

〜
７
月
13
日
㈪

※
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
。

■
医
療
機
関　

水
俣
市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
、
岡
部
病
院
、
尾
田

胃
腸
科
・
内
科
、
水
俣
協
立
病
院
、

山
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
市
川
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

■
検
査
料　

１
万
２
千
円
〜
２
万

円
程
度
（
検
査
内
容
・
医
療
機
関

に
よ
り
金
額
は
異
な
り
ま
す
）

■
受
検
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

①
水
俣
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

　

入
し
て
い
る
人
（
受
検
日
ま
で

　

に
他
の
保
険
に
変
わ
っ
た
人
は

　

対
象
外
で
す
）

②
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

③
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
で
満

　

30
歳
以
上
の
人

■
定
員

○
日
帰
り
コ
ー
ス　

10
人

○
日
帰
り
コ
ー
ス
＋
脳
ド
ッ
ク　

20
人

■
申
込
方
法

○
窓
口　

保
険
証
を
持
参
し
、
市

　

民
課
⑥
番
窓
口
で
申
し
込
み
。

○
電
話　

保
険
証
を
用
意
し
、
左

　

記
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
し
込
み
。

■
申
込
結
果　

申
込
者
に
郵
便
で

通
知
（
医
療
機
関
の
選
択
は
結
果

発
表
後
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
６
１
・

１
６
３
３

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
！

　

９
月
か
ら
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診（
特
定
健
診
）と
集
団
健
診

（
総
合
健
診
・
複
合
健
診
）を
実
施

し
ま
す
。

★
集
団
検
診（
総
合
健
診
・
複
合
健
診
）

　

対
象
者
に
は
、７
月
上
旬
に「
総

合
・
複
合
健
診
申
込
書
」を
郵
送
し

ま
す
。検
診
種
別
ご
と
の
申
込
欄

と
受
診
し
な
い
理
由
の
欄
に
○
を

記
入
し
、同
封
の
返
信
用
封
筒
に

入
れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

集
団
健
診
は
、自
ら
医
療
機
関

に
行
っ
て
が
ん
検
診
を
受
け
る
場

合
と
比
べ
て
料
金
が
安
く
な
っ
て

い
ま
す
。病
気
の
予
防
・
早
期
発
見

の
た
め
に
、年
に
一
度
は
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間（
予
定
）　

９
月
上
旬

〜
11
月
上
旬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
６
３
・
３
２
０
２

★
個
別
健
診（
特
定
健
診
）

　

集
団
健
診
で
実
施
す
る
総
合

健
診
や
複
合
健
診
を
申
し
込
ん
で

い
な
い
人
に
は
、８
月
中
旬
以
降
に

「
特
定
健
診
受
診
券
」を
郵
送
し

ま
す
。指
定
医
療
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
６
１
・

１
６
３
３

市役所から
お知らせです

健
康
健
康
健
康

健 診 名 検  査  項  目 対  象  者
総合健診

（セット健診）
 特定健診＋各種がん検診（肺・大腸・胃・
子宮・乳）＋腹部超音波検診のセット健診

 40 ～74 歳の国保加入者
 ※ 1・2・3

複合健診
（選べる健診）

 特定健診（身体測定、診察、血圧測定、検尿、
血液検査など）

 40 ～74 歳の国保加入者
 ※ 1・2・3

 後期高齢者健診  75 歳以上の後期高齢者
 肺がん・結核検診、大腸がん検診、
 胃がん検診

 ４０歳以上
（事業所勤務者を除く）※4

 子宮頸がん検診  ２０歳以上の女性
（偶数年齢のみ）※ 5

 乳がん検診  ４０歳以上の女性
（偶数年齢のみ）※ 5

その他
（当日受け付け

可）

 肝炎ウイルス検診（Ｂ型・Ｃ型）  ４０歳以上（今まで受診した
ことがない人）

 腹部超音波検診  ４０歳以上

 前立腺がん検診  ４０歳以上の男性

※１  特定健診とは、メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）に起因する糖尿病、脂質異
　　  常症、高血圧症などの予防や生活習慣病の重症化を防ぐことを目的とした健康診査です。
※２  特定健診（総合健診を含む）は医療機関での個別健診、もしくは保健センターなどでの集
　　  団健診のいずれかで受けられます。国保の人間ドックを受ける人は、特定健診や総合健診
　　  を重複して受けられません。
※３  年度末年齢が 41歳の人を対象に、総合健診・複合健診を無料で実施します。
※４  がん検診が事業所で実施されない人は、市のがん検診が受けられます。
※５  子宮頸がん・乳がん検診は、奇数年齢でも前年度に受診していない場合、受けられます。
★　  今年度のがん検診推進事業は、子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診と肝炎ウイルスについ
　　  て実施します。対象者には詳細なお知らせと無料クーポン券を直接郵送します。 ガクアジサイ
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忘
れ
ず
に
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
！

　

定
期
予
防
接
種
は
、
法
令
に
よ

り
接
種
対
象
年
齢
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
は
、
期

間
内
に
な
る
べ
く
早
く
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

★
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

■
対
象
者

○
１
期　

１
歳
〜
２
歳
未
満

○
２
期　

小
学
校
就
学
前
の
１
年

　
　
　
　
（
年
長
児
）

■
接
種
方
法　

１
回

※
２
期
の
対
象
者
に
は
４
月
に
ハ

ガ
キ
で
通
知
し
て
い
ま
す
。

★
日
本
脳
炎

■
対
象
者

○
１
期　

６
カ
月
〜
90
カ
月
未
満

　
　
　
　
（
標
準
３
歳
か
ら
）

○
２
期　

９
歳
〜
13
歳
未
満

■
接
種
方
法

○
１
期　

３
回
（
６
日
〜
28
日
の

　
　
　
　

間
隔
で
２
回
接
種
。
２

　
　
　
　

回
終
了
後
、
お
お
む
ね

　
　
　
　

１
年
お
い
て
１
回
接
種
）

○
２
期　

１
回

※
特
例
と
し
て
、
平
成
７
年
４

月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
20
歳
の

誕
生
日
の
前
日
ま
で
に
、
１
期
３

回
、
２
期
１
回
の
接
種
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
接
種
回
数
に
よ

り
接
種
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
特
例
の
対
象
者
の
う
ち
、
高
校

３
年
生
に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
て

い
ま
す
。

　
　■
予
診
票

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、

予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
が
必
要

で
す
。

　

予
診
票
が
な
い
人
は
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
保
健
セ
ン
タ

ー
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
事

前
に
電
話
で
連
絡
す
る
と
、
待
ち

時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

■
注
意
点

　

原
則
、
保
護
者
同
伴
で
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず

保
護
者
が
同
伴
で
き
な
い
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。
委
任
状
が

な
い
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
６
２
・
３
０
２
８

（
下
表
）
個
別
接
種
委
託
医
療
機

関

湯の児海水浴場海開き
７月５日㈰　11時～　

nformationＩ

医
療
医
療
医
療

医療機関名 電話番号 ヒブ 肺炎
球菌 BCG

麻しん
風しん
混合

四種
混合

二種
混合

不活化
ポリオ 水痘 日本

脳炎

深水医院 63-6390 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮竹小児科医院 69-3501 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田レディースクリニック
（ネット予約もできます） 63-2019 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市川内科クリニック 62-0707 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山田クリニック 63-5188 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

てらさきクリニック 63-1200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立総合医療センター 63-2101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

たなか耳鼻科・眼科クリニック 62-8777 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

谷山医院 63-2557 ○ ○ ○ ○ ○
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国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
受
け
付
け

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
免
除
期
間　

平
成
27
年
７
月
分

〜
平
成
28
年
６
月
分

■
持
参
品　

①
年
金
手
帳
ま
た

は
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

②
印
鑑
、
③
失
業
中
の
人
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
写
し
④

平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
水
俣

市
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
26
年

分
の
所
得
証
明
書

■
審
査
対
象　

前
年
所
得
を
基

準
に
審
査
し
ま
す
。
免
除
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
申
請
者
本
人
、
申

請
者
の
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得

が
審
査
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
再
度
の
申
請
が
不
要
な
人　

平

成
26
年
７
月
以
降
に
継
続
申
請
を

希
望
し
、
全
額
免
除
ま
た
は
若
年

者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
人
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

☎
６
１
・
１
６
２
２

「
障
害
年
金
」
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
「
障
害
年
金
」
を
受
給
し
て
い

る
人
の
所
在
と
状
況
を
確
認
す
る

た
め
、
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
診
断
書
の
提
出
が
必
要
な

人
に
は
、
現
況
届
欄
の
あ
る
診
断

書
を
送
付
し
ま
す
。
医
師
に
記
入

し
て
も
ら
い
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
現
況
が
確
認
で
き
た
人
に
は

所
得
状
況
届
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
「
障
害
基
礎
年
金
」

を
受
給
し
て
い
て
、
次
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
人

①
初
診
日
が
20
歳
未
満
の
障
が
い

　

で
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※
年
金
コ
ー
ド
の
上
２
桁
が
63
の
人

②
旧
国
民
年
金
法
の
「
障
害
福
祉

　

年
金
」
か
ら
の
移
行
（
裁
定
替

　

え
）
で
年
金
を
受
け
て
い
る
人

※
年
金
コ
ー
ド
の
上
２
桁
が
26
の
人

■
送
付
時
期　

７
月
上
旬

■
提
出
期
限　

７
月
31
日
㈮

※
７
月
末
日
ま
で
に
提
出
が
な
い

場
合
、
年
金
の
支
給
が
遅
れ
た
り
、

停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
先　

水
俣
市
役
所
２
階
⑤

番
窓
口
（
年
金
医
療
保
険
係
）

■
現
況
届
の
提
出
が
不
要
な
人

①
「
障
害
基
礎
年
金
」
を
受
給
し

　

始
め
て
か
ら
１
年
以
内
の
人

②
年
金
が
全
額
支
給
停
止
の
人

③
障
が
い
の
程
度
が
変
わ
っ
た
こ

　

と
で
受
給
額
が
改
定
さ
れ
て
か

　

ら
１
年
以
内
の
人

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
６
１
・

１
６
２
２
／
八
代
年
金
事
務
所
☎

０
９
６
５
・
３
５
・
６
１
２
３

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

搾
取
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

年
金
情
報
流
出
に
関
し
て
次
の

よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所

　

か
ら
電
話
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
基
礎
年
金
番
号
の
変
更

　

に
関
す
る
連
絡
は
、
後
日
文
書

　

を
送
付
し
ま
す
。

○
日
本
年
金
機
構
か
ら
金
銭
を
要

　

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

　

作
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

○
個
人
情
報
（
家
族
構
成
な
ど
）
を

　

確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本
年
金

機
構
や
職
員
な
ど
を
名
乗
る
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
最
寄
り
の

警
察
署
に
相
談
す
る
か
、
左
記
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口

　

☎
０
１
２
０
・
８
１
８
・
２
１
１

　

受
付
時
間
８
時
30
分
〜
21
時

◆
警
察
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
＃
９
１
１
０

納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

　

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
収
納

対
策
室
☎
６
１
・
１
６
３
０

市役所から
お知らせです

年
金
年
金
年
金

税税税　目 期別 納期限 口座
振替日

固定資産税 ２
期

７
月
31
日
㈮

７
月
27
日
㈪

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

１
期
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
て

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準

日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
人
（
戦

没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

い
な
い
場
合
に
、
第
10
回
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

❶
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

　

護
法
」
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

　

権
を
取
得
し
た
人

❷
戦
没
者
等
の
子

❸
戦
没
者
等
の

　

①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

　

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

　

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど

　

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

　

う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

　

わ
り
ま
す
。

❹
❶
か
ら
❸
以
外
の
戦
没
者
等
の

　

３
親
等
内
の
親
族（
甥
、姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

　

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

　

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

※
請
求
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債　

■
請
求
期
日　

平
成
30
年
４
月
２
日

■
請
求
窓
口
・
時
間　

福
祉
課
④

番
窓
口　

13
時
〜
16
時

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
６
１
・

１
６
４
０

広
報
み
な
ま
た
８
月
合
併
号

原
稿
締
切
日
は
７
月
15
日
㈮

　

お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
３
階
総
務
課
広
報
の
受
付

簿
に
記
入
し
、
原
稿
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
原
稿
締
切
日
を
過
ぎ
る

と
掲
載
の
お
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広

報
担
当
）
☎
６
１
・
１
６
５
５

／
FAX
６
２
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

海と川のクリーンアップ作戦
７月 26日㈰　８時～　市内各所

nformationＩ

鐘の音と掛け声が響く７月
の丸島港。防波堤に並ぶ
釣り人は夕日で赤く染まり、
桟橋は舟に乗り降りする人
が行き交う。別のチームと
すれ違うと、友達や知り合
いを見つけて手を振ったり

する。夏の風物詩、競り舟の練習風景だ。
「そんなの、僕にはムリだ」
正直なところ、初めて競り舟に誘われた

ときにそう思った。アメリカや天草では
一人でシーカヤックを楽しむことはあっ
たが、他人とチームを組んで真剣に競技
するのは全く別のものだろう。僕は生ま
れた時から体が弱くて運動神経ゼロだか
ら、ついていけずに足手まといになって
怒られるに違いない。住んでいる地域の
チームとはいえ、顔も知らない人がほと
んどだ。年齢も職業も違い、趣味も性格
もバラバラで話が合わない。恐い人に「こ
げ！」と怒鳴れるんじゃないか。そんな
間違ったイメージを持って、嫌がってい
た。今考えてみれば、これが競り舟の一
番素敵なところだった。
住む地域は同じでも、価値観や性格は
ひとりひとり違う。そのため、近所付き
合いを嫌がったり、考え方の違う人から
遠ざかったりする人も多いと思う。共同
作業や運動会、駅伝大会といった地域
住民同士の親睦を深めようとする行事も
あるが、どれも１日で終わってしまって、
なかなか付き合いを続けることにつなげ
られなかった。

しかし、競り舟は練習を含めて１カ月ぐ
らいの長期的で親密な近所付き合いだ。
普段は縁もない人と同じ舟に乗り、前に
進むために心と体を合わせる。向き不向
きはなく、舟のどの位置に座っても頑張
って周りと合わせればチームの力になる。
自分で競り舟を体験して、人間の多様
性を知り大きく成長する最高のチャンス
だと感じて、水俣の皆さん、世界の皆さ
んに体験してほしいと思うようになった。
それは、近所の人と仲良くなるだけでな
く、この人生で、この地球で、僕たちは
みんな同じ舟に乗って同じ目標に向かっ
ているということに気づくと思うからだ。
競り舟に興味がない人も、体力に自信が
ない人も、参加することで得るものがあ
ると思う。
ちなみに、僕のチームに恐い人なんてい
ません！ みんな優しく漕ぎ方などを教え
てくれて、今年も楽しく練習に行ってい
ます。皆さんもぜひ地域のチームに参加
してみてください。１区チームの応援も
よろしくお願いします！

大漁漁
CIR国際交流員
エリックスミスの

エリック丸の
水俣航海記

大
ーVol.23ー

特
別
弔
慰
金

特
別
弔
慰
金

特
別
弔
慰
金

広
報
み
な
ま
た

広
報
み
な
ま
た
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７
月
か
ら
８
月
は
熱
中
症
の

発
生
が
ピ
ー
ク
に
な
る
時
期
で
す
。

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
体
調
の
変
化
に
気
を

つ
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
に
も
気

を
配
り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被

害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

★
熱
中
症
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　

高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る

こ
と
で
、
少
し
ず
つ
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体

温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状

態
の
こ
と
で
す
。

　

屋
外
だ
け
で
な
く
、
室
内
で
何

も
し
て
い
な
い
と
き
で
も
発
症
し
、

救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

★
熱
中
症
の
危
険
信
号

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た
ら
、

熱
中
症
の
危
険
信
号
で
す
！

○
高
い
体
温

○
全
く
汗
を
か
か
な
い

○
皮
膚
を
触
る
と
と
て
も
熱
い

○
頭
痛

○
め
ま
い

○
吐
き
気

○
意
識
の
障
害
（
呼
び
掛
け
て
も

　

反
応
が
な
い  

な
ど
）

★
こ
ん
な
人
は
特
に
ご
注
意

○
高
齢
者

○
基
礎
疾
患
（
高
血
圧
・
心
疾
患
・

　

腎
臓
病
な
ど
）
が
あ
る
人

○
幼
児

○
運
動
を
頑
張
り
す
ぎ
る
人

○
農
作
業
や
屋
外
作
業
な
ど
で
厚

　

着
を
す
る
人

○
体
調
不
良
の
人

○
二
日
酔
い
の
人  

な
ど

※
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感

覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者

や
、
体
温
の
調
節
能
力
が
未
発
達

な
子
ど
も
な
ど
は
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

★
予
防
す
る
に
は
？

　
「
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避

け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

　

特
に
気
温
28
度
以
上
は
熱
中
症

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

屋
内
に
い
て
も
熱
中
症
に
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト

○
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、

　

こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
起
床
時
や
作
業
（
運
動
）
前
中

　

後
、
入
浴
前
後
、
睡
眠
時
な
ど

　

に
は
、
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
分
を

　

と
り
ま
し
ょ
う
。

○
お
酒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
利
尿

　

作
用
で
水
分
を
排
泄
し
て
し
ま

　

う
の
で
、
水
分
補
給
に
は
な
り

　

ま
せ
ん
。
飲
酒
後
は
十
分
に
水

　

分
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

★
暑
さ
対
策

○
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
・
速
乾

　

性
の
あ
る
衣
服
の
着
用
や
、
日

　

傘
・
帽
子
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
気
温
や
湿
度
が
高
い
日
は
、
適

　

度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使

　

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
を

　

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
（
例
）

　

・
室
温
を
測
る
よ
う
に
す
る

　

・
こ
ま
め
な
換
気

　

・
す
だ
れ
の
使
用

　

・
打
ち
水  

な
ど

　

熱
中
症
の
詳
し
い
情
報
は
、
環

境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

h
ttp
://w

w
w
.w
b
gt.en

v.

　

go.jp/

○
携
帯
か
ら

　

h
ttp
://w

w
w
.w
b
gt.en

v.

　

go.jp/kt/

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　

h
ttp
://w

w
w
.w
b
gt.en

v.

　

go.jp/sp/

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
は
食
中

毒
菌
を
「
付
け
な
い
、
増
や
さ
な

い
、
や
っ
つ
け
る
」。

　

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
は

こ
ち
ら
！

夏
の
リ
ス
ク
に
ご
用
心

熱
中
症
・
食
中
毒

熱
中
症

熱
中
症

熱
中
症

食
中
毒

食
中
毒

食
中
毒

夏
の
健
康

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
・
３
０
２
８

20広報みなまた2015.7.1



夏
の
健
康
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『すずこ』第３回みなまた環境絵本大賞作品  
（文・原野なおこ　絵・ 石川えりこ　発行・西日本新聞社）

第４回

審  査  員 柳田邦男（作家）小泉るみ子（絵本作家）村中李衣（児童文学者）
西日本新聞社出版部

水俣市立図書館内　みなまた環境絵本大賞事務局
〒867-0065 熊本県水俣市浜町 2-10-26
TEL.0966-63-8401（火～金曜日 AM9:00 ～ PM5:00）

募 集 期 間 平成２７年７月１日㈬ ～１０月３１日㈯

応募・問い合わせ先

募集要項・応募方法はホームページ http://www.minalib.jpをご覧ください　

■主催：熊本県水俣市、水俣市教育委員会　■後援：熊本県、熊本県教育委員会、熊本県市立図書館協議会、（社）日本児童文学者協会、（社）全国学校図書館協議会、朝日新聞社、
西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、熊本日日新聞社、ＮＨＫ熊本放送局、熊本放送、テレビ熊本、くまもと県民テレビ、九州朝日放送、エフエム熊本

作品
募集

多様な生態系を未来に紡ぎたい

● 優秀賞（１編）賞金５万円
大賞（１編） 賞金２０万円  および絵本の出版　賞・賞品 （予定）

みなまた
環境絵本大賞
みなまた
環境絵本大賞

● 佳作（３編）水俣市特産物

応 募 資 格 日本国内在住の個人で、高校生以上または16歳以上（H27.4.1現在）
プロ・アマチュアは問いません

『環境首都みなまた』は

 環境をテーマにした

 絵本（原文、原文と絵）を募集します

「今」を生きるあなたの

「紡ぎたい想い」を

 作品に込めてお寄せください
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背
中

　

人
間
は

　
あ
つ
と
言
ふ
間
に

　
過
去
を
つ
く
つ
て
し
ま
ふ
や
う
に

　
出
来
て
ゐ
る

　
お
ゝ
懐
し
い
背
中
よ
と

　
世
間
に
は
一
切
お
構
ひ
な
し
で

　
背
中
が
生
き
て
ゐ
る
限
り

　
過
去
も
間
違
ひ
な
く

　
安
心
し
て
つ
い
て
く
る

　
つ
い
て
来
て
呉
れ
る
の
で

　
人
間
も
安
心
な
ん
だ

　
や
は
り
人
間
い
つ
も
達
者
で

　
背
中
の
こ
と
な
ど

　
忘
れ
て
ゐ
た
い

　
い
つ
も

　
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
背
中
だ
が

　
お
い
そ
れ
と
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

　
さ
び
し
さ
よ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
昭
和
18
年
作
）

【
解
説
】

　
皆
さ
ん
は
、背
中
を
意
識
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
背
中
は
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、そ
こ
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、意
識
す

る
こ
と
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、寝
た
き
り
の
毛
錢
に
と
っ
て
、背
中

は
自
分
を
支
え
る
大
切
な
も
の
。床
ず
れ
や
凝

り
、痛
み
な
ど
、不
快
な
も
の
を
感
じ
る
た

び
に
、意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

す
。で
も
、そ
れ
ら
を
感
じ
る
ら
れ
る
こ
と

は
、生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。毛
錢
に
は
、

痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が
生
き
て
い
る
証
し

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毛
錢
の
目
の
前
に
は
、常
に
死
が
あ
り

ま
し
た
。未
来
は
死
で
あ
り
、痛
み
は
過

去
。い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
死
に
お
び

え
、押
し
寄
せ
る
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
生

き
て
い
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、痛
み
の
経

験
な
ど
簡
単
に
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。そ
れ
を
忘
れ
る
よ
う
に
自
分

に
言
い
聞
か
せ
、折
れ
そ
う
に
な
る
自
分

を
慰
め
、励
ま
し
て
い
る
、そ
ん
な
毛
錢
の

姿
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
痛
み
ば
か
り
の
過
去
と
、死
を
待
つ
だ

け
の
未
来
。毛
錢
は
こ
の
絶
望
的
な
状
況

を
詩
に
す
る
こ
と
で
、乗
り
越
え
よ
う
と

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。ま
さ
に
、寝
た

き
り
の
毛
錢
に
し
か
書
け
な
い
詩
だ
と

い
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
☎
６

１
・
１
６
3
9

「みなまた経済通信」は、水俣の経済を支える地場企業を紹介するコーナーです。

経
済
を
支
え
る
地
場
企
業
の
元
気
は
、
水
俣
の
元
気

に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
は
、
メ
ガ
ネ
の
カ
ワ
タ
を

紹
介
し
ま
す
。

淵上   毛錢の詩

明
治　

年
創
業
！

１
０
５
年
の
歴
史
を
誇
る
老
舗
店

　

今
年
２
月
、４
代
目
と
な
る
待
望
の

後
継
者
・
河
田
耕
一
さ
ん（
25
歳
）が
帰

っ
て
き
た
メ
ガ
ネ
の
カ
ワ
タ
。３
代
目

の
守
正
さ
ん（
63
歳
）と
一
緒
に
、お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

問　

耕
一
さ
ん
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
？

守
正
さ
ん　
「
ま
ず
、気
持
ち
が
ほ
っ
と

落
ち
着
き
ま
し
た
。お
客
さ
ん
の
こ
と

を
考
え
る
と
店
を
閉
め
る
わ
け
に
い
か

な
い
と
思
い
つ
つ
も
、ど
う
し
て
い
こ

う
か
と
い
う
感
じ
で
し
た
。後
継
者
が

で
き
て
気
持
ち
が
楽
に
な
り
、生
涯
現

役
で
勤
め
る
元
気
も
出
て
き
ま
し
た
」

問　

耕
一
さ
ん
に
求
め
る
こ
と
は
？

守
正
さ
ん　
「
多
く
の
水
俣
の
人
た
ち

と
知
り
合
い
に
な
っ
て
、付
き
合
い
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。私
の
小
さ

い
と
き
の
あ
だ
名
は『
も
ん
ち
ゃ
ん
』で

す
が
、古
く
か
ら
の
お
客
さ
ん
か
ら
は

今
で
も『
も
ん
ち
ゃ
ん
』と
呼
ば
れ
ま
す
。

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。実
は

耕
一
に
は
、私
が
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ

が
す
で
に
あ
り
ま
す
。水
俣
に
帰
っ
て

き
て
す
ぐ
に
消
防
団
に
入
団
し
、地
域

に
も
飲
食
店
に
も
貢
献
し
て
い
る
ん
で

す
よ（
笑
）」

問　

耕
一
さ
ん
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
が
素
敵
で

す
が
？

耕
一
さ
ん　
「
店
で
ピ
シ
ッ
と
ネ
ク
タ
イ

を
締
め
、お
客
さ
ん
に
対
応
し
て
い
る

父
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。私
も
見
習
お

う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、今
の
と
こ
ろ

は
動
き
の
軽
い
こ
れ
が
い
い
か
な
」

問　

家
業
を
継
ご
う
と
は
思
っ
た
の
は
？

耕
一
さ
ん　
「
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
続

く
こ
の
店
を
継
ご
う
と
、高
校
生
の
こ

ろ
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。高
校
卒
業

後
、東
京
の
専
門
学
校
や
眼
鏡
屋
な
ど

で
学
び
、７
年
か
け
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
」

問　

消
防
団
活
動
は
？

耕
一
さ
ん　
「
夏
ぐ
ら
い
か
ら
入
り
ま

す
と
言
っ
て
た
ん
で

す
が
、す
ぐ
に
入
団

受
け
付
け
を
さ
れ
て

（
笑
）４
月
の
消
防

点
検
で
は
、ポ
ン
プ

の
部
で
見
事
優
勝

し
た
ん
で
す
よ
！
」

　

後
継
者
も
水
俣
の
大
切
な
働
き
手

で
す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

頑張ってます
水俣の企業!!

    み
な
ま
た

経
済
通
信

 

❾

   ■
問
い
合
わ
せ　

経
済
観
光
課
☎
６

１
・
１
６
２
８

 生きた、臥た、書いた

淵上毛錢
　　  の詩

ふ ち が み

生誕100年

も う せ ん

2　 の

協力／淵上毛錢を顕彰する会
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「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
参
加
者
募
集

　
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
戦
争
で

父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
遺
族
会
事

務
局
☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

平
成
27
年
度
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
あ
な
た
の
ひ
と
こ
と
」
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
人
権
を
身
近
な
問
題
と
し
て
考

え
て
も
ら
う
た
め
、
人
権
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
優
秀

作
品
は
表
彰
し
、
１
万
円
程
度

の
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
作
品
は
、

人
権
啓
発
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

■
応
募
資
格　

県
内
居
住
者
ま
た

は
県
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人

■
募
集
内
容　

人
権
に
関
す
る
標
語

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
（
50
字
以
内
）

■
応
募
締
切
日　

９
月
11
日
㈮
必
着

■
応
募
方
法　

専
用
の
応
募
用
紙

ま
た
は
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
、

②
住
所
、
③
電
話
番
号
、
④
氏
名
、

⑤
年
齢
を
明
記
し
て
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
県
人
権
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６
２

ー
８
５
７
０
、
県
人
権
同
和

政
策
課
（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ

ー
）
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
係

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
９
９

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://
w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

kiji_11761.htm
l

カ
ナ
ヅ
チ
さ
ん
集
ま
れ
〜

児
童
水
泳
教
室
で
練
習
だ
♪

■
学
年
・
期
間
・
時
間

●
小
学
１
〜
２
年
生

　

７
月
22
日
㈬
〜
26
日
㈰

　

17
時
30
分
〜
18
時
30
分

●
小
学
３
〜
６
年
生

　

７
月
28
日
㈫
〜
８
月
１
日
㈯

　

17
時
30
分
〜
18
時
30
分

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
児
童

プ
ー
ル

■
対
象　

泳
げ
な
い
か
、
泳
力
向

上
を
望
む
小
学
生
40
人
（
25
ｍ
泳

げ
る
児
童
は
対
象
外
）

■
参
加
料　

３
千
円
（
利
用
料
、

保
険
料
ほ
か
）

■
受
付
日
時
・
場
所　

７
月
11
日

㈯　

17
時
〜
・
市
立
総
合
体
育
館

温
水
プ
ー
ル
前
フ
ロ
ア

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
水
泳
協
会
・

松
本
☎
０
９
０
・
４
４
８
７
・
８
１

８
２

◎税務課
　市民税係☎ 61ー1610
　収納対策室☎ 61ー1630
　固定資産税係☎ 61ー1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61ー1611
　年金医療保険係☎ 61ー1633
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61ー1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61ー1670
　子ども子育て支援室☎ 61ー1660
　障がい福祉支援係☎ 61ー1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61-1612
　環境衛生係☎ 61ー1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61ー1647
　環境クリーンセンター☎ 62ー 4101
◎健康高齢課☎ 63ー3202
◎都市計画課建築住宅係☎ 61ー1621
◎土木課道路維持係☎ 61-1625
◎下水道課☎ 61-1627
◎水道局☎ 63-2604
◎教育総務課☎ 61-1637

※その他の窓口は☎ 63-1111へ

暮
ら
し
の

　

  
情
報

募  集

【
有
料
広
告
】
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2008 年に 92 歳で永眠したタ
ーシャ・チューダーさんの庭の
姿を収めた本。
言葉はなくとも、秋の紅葉した
森の中にいるターシャさん、家
の周りを囲んでいる花々を摘ん
でいるターシャさん ･･･ 四季の
移り変わりを感じさせてくれた。
どのページを開いても、その世
界に自分も存在しているようで、とっても心が安らい
でいった。この本を読んで、忙しく時間に追われる
日々であっても、自分のゆっくりできる時間を、誰も
がつくってほしいと思った。
庭づくりだけでなく、生き方や考え方にも憧れたタ
ーシャさんを感じることのできる１冊です。

障
が
い
が
あ
る
人
の
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

　

障
が
い
が
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。募
集
案
内
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
在
宅
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得
科
】

■
対
象
障
が
い　

身
体
障
が
い
の

う
ち
、上
下
肢
障
が
い
・
内
部
障
害
、

精
神
障
が
い
、指
定
難
病

■
訓
練
内
容　

ワ
ー
ド
、エ
ク
セ

ル
の
技
術
習
得（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、自
宅
で
訓
練
が

受
け
ら
れ
ま
す
。）

※
月
に
１
回
、ス
ク
ー
リ
ン
グ（
登

校
し
て
の
対
面
授
業
）を
行
い
ま

す
。登
校
が
困
難
な
人
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

７
人

■
応
募
期
間　

８
月
10
日
㈪
〜
９

月
30
日
㈬

■
訓
練
期
間　

11
月
５
日
㈭
〜
平

成
28
年
１
月
29
日
㈮（
３
カ
月
間
）

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
水
俣
☎
６
２
・
８
６
０
９

／
県
立
高
等
技
術
専
門
校
☎

０
９
６
・
３
７
８
・
０
１
２
１

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
s://

w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

kiji_933.htm
l

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

★
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、自
然
の

中
で
の
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
社
会
教
育
活
動
で
す
。日
本
に

13
万
人
の
仲
間
が
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
人
は
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

第
１
回
・
７
月
９
日
㈭

　

19
時
〜
／
第
２
回
・
７
月
11
日

㈯　

17
時
〜

■
場
所　

市
公
民
館

★
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
庭
募
集

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
団
員
の
子
ど
も
た
ち

28
人
が
水
俣
市
を
訪
れ
ま
す
。ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
る
家
庭
を

募
集
し
ま
す
。

■
日
程　

８
月
８
日
㈯
〜
10
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
水
俣
第
一
団
団
本
部（
西
生
院

内
）☎
６
２
・
２
５
７
４

バ
ド
ミ
ン
ト
ン「
バ
ー
ド
ク

ラ
ブ
」の
部
員
を
募
集
！

　

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、「
ス
ト

レ
ッ
チ
」や「
ゲ
ー
ム
」な
ど
楽
し

く
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加

で
き
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

■
練
習
日
時　

毎
週
㈫
・
㈮　

10
時
〜

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

伊
藤
☎

６
３
・
６
３
５
４

■家族という病／下重暁子
■デスクワークの肩こり・腰痛・身体疲れを取る／河合智則
■らくらく！ 和食パスタ100 ／つむぎや、下条美緒
■決戦！ 大坂城／葉室麟ほか
■あん／ドリアン助川
■なつはひるね／村上康成

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内 ７月特設コーナー ■
「 Ｄｏ  ｉｔ  ｙｏｕｒｓｅｌｆ！！ 」

雨の季節が終わったら、ＤＩＹにチャレンジ！ 気軽に
できる手作り雑貨や本格的な家具づくり、さらには
専門的な工具の使い方など、ものづくりに関するさ
まざまな本をそろえています。家や庭に自分だけの
お気に入りの空間を作ってみませんか？

近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19時 （土日祝日は17時まで）

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　  みな図書川柳
　読み聞かせ　子どもがゆめを　ふくらます 
 　　詠

よ

み人
びと

  吉本貴裕 さん  （26 歳・袋）

オススメ本
『ターシャの輝ける庭』
（メディアファクトリー）著／リチャード・Ｗ・ブラウン

金田 峰子 さん（風季の陶・スタッフ）
好きな場所「 エコパーク親水護岸から見る海 」

in 本よみ場オススメオススメオススメ

図
書
館
に
も
あ
り
ま
す
！

みなまた環境
絵本『すずこ』

　　

【
有
料
広
告
】
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食
生
活
改
善
推
進
員
養
成

講
座
受
講
者
募
集
！

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
全
国
で

約
20
万
人
の
仲
間
と
「
私
達
の
健

康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
食
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
水
俣

市
で
は
子
ど
も
料
理
教
室
や
男
性

料
理
教
室
の
お
手
伝
い
な
ど
）

　

水
俣
市
在
住
の
人
で
健
康
づ

く
り
や
料
理
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
、
ま
ず
は

自
身
の
健
康
の
た
め
、
そ
し
て
家

族
や
地
域
の
人
の
健
康
の
た
め
に
、

一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？ 

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
い
き
い

き
と
過
ご
す
た
め
に
、
お
友
達
を

誘
っ
て
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
時
間　

各
回
９
時
30
分
〜

■
場
所　

も
や
い
館

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

20
名

■
申
込
締
切
日　

８
月
７
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
高

齢
課
☎
６
２
・
３
０
２
８

市
公
民
館「
市
民
教
室
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

■
開
講
時
期　

８
月
〜
平
成
28
年

２
月
（
全
15
回
以
内
）

■
内
容　

下
表
の
と
お
り

■
受
講
料　

２
５
０
０
円

※
受
講
料
の
他
、教
材
費
（
実
費
）

が
必
要
で
す
。

■
受
講
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

市
内
在
職
の
人

■
申
込
方
法　

は
が
き
に
①
〜
⑦

を
明
記
し
郵
送
す
る
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
来

館
し
て
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け

ま
す
が
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

①
希
望
教
室
名
、
②
郵
便
番
号
、

③
住
所
、
④
電
話
番
号
、
⑤
氏
名
、

⑥
年
齢
、
⑦
性
別

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
５
人
未
満
の
講
座
は
開
講
し

ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
10
日
㈮
必
着

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
６
５
、
浜
町
２
丁
目
10

番
26
号　

市
公
民
館
☎
６
３
・

８
４
０
２
／ 

FAX 

８
４
・
９
１
１
９

バ
レ
エ
体
験
募
集

　

バ
レ
エ
を
無
料
で
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

柔
軟
性
や
正
し
い

姿
勢
、
ダ
ン
ス
感
覚
が
身
に
つ
き

ま
す
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
活
動
日
時　

毎
週
㈭　

17
時
〜

■
場
所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

ル
・
シ
ャ
ト
ン

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
☎
０
９
６
・
２
８
５
・

８
６
２
４

一
緒
に
走
ろ
う
！

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

Ｎ
Ｊ
Ｃ
（
な
ん
ち
ゃ
っ
て
ジ
ョ

ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
は
、
一
緒
に
走

る
仲
間
を
し
て
い
ま
す
。
初
心
者

大
歓
迎
！ 

老
若
男
女
も
問
い
ま

せ
ん
！ 

エ
コ
パ
ー
ク
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
練
習
日
時　

毎
週
㈬　

19
時
〜

■
場
所　

味
の
駅
た
け
ん
こ
前
集
合

■
問
い
合
わ
せ　

芝
原
☎
０
９
０
・

７
３
９
４
・
６
１
０
８

回数 日程 内容

１ ８月26日㈬ ・開講式
・講話「水俣市の保健活動と現状」

２ ９月25日㈮ ・講話「健康づくりのための食生活①」
・調理実習

３ 10月 23日㈮ ・講話「身近にできる運動で健康づくり」
・運動実習

４ 11月 27日㈮ ・講話「食品衛生と食の安全」
・調理実習

５ 12月 18日㈮ ・県環境センターで環境学習

６ 平成 28年
１月 22日㈮

・講話「健康づくりのための食生活②」
・調理実習

７ ２月 26日㈮ ・水俣市の食生活改善推進員の活動について
・閉講式（修了証交付）

本  館（市公民館）
教室名 講師 開催日／時間 定員

（人）

料理教室 廣田　富士子 第１・３㈭／10：00 ～12：00 20

池坊生け花教室 木村　加代子 第２・４㈭／10：00 ～12：00 10

セット・ダンスの会 森山　進 第１・３㈭／10：00 ～12：00 25

分  館（旧  勤労青少年ホーム）
教室名 講師 開催日／時間 定員

（人）

オカリナ教室 田頭　三子 第１㈮／14：00 ～16：00 10

【
有
料
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夏
休
み
い
な
か
学
校
２
０
１
５

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
！

★
小
学
生
の
参
加
者
募
集

　

わ
く
わ
く
す
る
夏
休
み
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？ 
市
外
に
住
む
親

類
な
ど
に
も
、ぜ
ひ
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

■
期
間　

７
月
20
日
㈪
・
（祝）
〜
８

月
８
日
㈯
（
予
定
）

■
場
所　

旧
水
俣
第
三
中
学
校
な
ど

■
対
象　

水
俣
市
内
に
宿
泊
先
の

確
保
が
で
き
る
小
学
生（
市
内
在

住
・
市
外
在
住
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
定
員　

市
内
在
住
・
市
外
在
住

各
20
人
程
度

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

遊
び
や
海
釣
り
を
教
え
て
く
れ

る
人
、昼
食
づ
く
り
を
手
伝
っ
て

く
れ
る
人
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
！

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）ハ

ー
ト
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
藤
本

☎
０
７
０
・
６
４
３
１
・
３
６
３
６

（
※
土
日
が
つ
な
が
り
や
す

い
で
す
）／ 

メ
ー
ル in

fo
@

heartrelay.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
い
な
か
学
校
」

h
ttp
://h

eartrelay.co
m
/

inakagakko/

第
３
回
参
加
型
人
権
学
習
会

「
自
分
が
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
」

　

高
齢
者
に
と
っ
て
の
人
権
や
生

き
が
い
、
価
値
観
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
11
日
㈯　

10
時
30

分
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

市
地
域
人
権
教
育
指
導

員　

榮
永
尚
子
さ
ん

■
定
員　

15
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
・
９
９
０
９

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
な
ど
の
人
権

に
つ
い
て
現
地
学
習
し
ま
せ
ん
か

　

国
立
療
養
所
菊
池
恵
楓
園
を
訪

問
し
、
施
設
見
学
や
入
所
者
か
ら

の
話
を
聞
き
ま
す
。
み
な
ま
た
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
す
る
中
学
生
と
一
緒
に
参
加

し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
31
日
㈮　

８
時
集
合

■
場
所　

市
役
所
（
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
現
地
へ
移
動
し
ま
す
）

■
定
員　

10
人

■
参
加
料　

無
料

※
保
険
料
と
し
て
１
人
３
０
０
円

程
度
必
要
で
す
。

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
17
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
課
☎
６
１
・
１
６
５
９

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

を
一
般
公
開
し
ま
す

　

国
水
研
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
？

何
を
や
っ
て
い
る
の
？ 

こ
の
よ
う

な
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
国
水

研
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
科
学
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

国
水
研
の
研
究
者
と
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
科
学
を
学
べ
る
企
画

を
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
し
た
。
夏

休
み
の
自
由
研
究
の
課
題
が
み
つ

か
る
か
も
？ 

屋
上
か
ら
一
望
で
き

る
不
知
火
海
は
絶
景
で
す
。
軽
食

や
飲
み
物
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
18
日
㈯　

10
時
〜

16
時
（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

■
場
所　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
（
浜
４
０
５
８
番
地
18
、

湯
の
児
近
く
の
高
台
）

■
内
容

①
わ
た
菓
子
を
作
っ
て
物
質
の
変

　

化
を
学
ぼ
う
！

②
み
な
ま
た
水
族
館
〜
海
の
生
き

　

物
の
お
も
し
ろ
実
験
〜
巻
き
貝

　

や
二
枚
貝
、
ヤ
ド
カ
リ
を
使
っ

　

た
実
験
を
や
る
よ
！

③
手
作
り
顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
世

　

界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

④
水
銀
ゼ
ロ
の
乾
電
池
を
作
っ
て

　

み
よ
う
♪

⑤
色
と
光
の
三
原
色
〜
絵
の
具
や

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
を
混
ぜ
て
楽
し
も
う
！

　

違
い
は
？

⑥
「
も
の
づ
く
り
」
で
リ
ハ
ビ
リ

　

体
験
〜
革
の
し
お
り
、
ミ
サ
ン

　

ガ
、
カ
ラ
ー
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
作

　

ろ
う
！

⑦
あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

だ
液
で
分
か
る
ス
ト
レ
ス
状
態

⑧
か
み
の
毛
の
水
銀
測
定

★
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

■
参
加
料　

無
料

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

み
な
く
る
バ
ス
の
運
行
に
合
わ
せ
、

「
と
ん
と
ん
峠
」
か
ら
「
国
立
水

俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
間
を

送
迎
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
立
水
俣
病
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
６
３
・
３
１

１
１

催  し

海の生き物に触れる
子どもたち

  0 9 0 - 6 7 7 3 - 7 3 9 5  
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市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

７
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
♪

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地
域
住

民
の
誰
も
が
集
い
利
用
で
き
る

「
ま
ち
か
ど
休
憩
所
」
で
す
。
喫

茶
、
リ
ユ
ー
ス
、
絵
本
、
授
乳
室

な
ど
利
用
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
７
月
末
か
ら
は
、
土
曜
夜
市

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
！

★
浴
衣
着
付
け
教
室

　

浴
衣
を
着
て
こ
の
夏
を
涼
し

く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

浴
衣
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

自
分
で
は
う
ま
く
着
ら
れ
な
い

人
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

７
月
11
日
㈯　

14
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

15
人
程
度

■
持
参
品　

浴
衣
、
帯
、
ひ
も
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
・
９
９
０
９

環
境
セ
ン
タ
ー

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

★
エ
コ
ち
ぎ
り
絵

　

手
作
り
し
た
は
が
き
や
う
ち
わ

に
、
新
聞
紙
を
貼
り
付
け
て
ち
ぎ

り
絵
で
飾
り
ま
す
。
作
品
を
作
り

な
が
ら
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

７
月
20
日
㈪
・
㈷　

10

時
〜

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

７
月
12
日
㈰

★
夏
休
み
・
磯
の
生
き
物
観
察
会

　

磯
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
を

観
察
し
な
が
ら
、
海
と
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
と
の
関
わ
り
、
海
の
役
割

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
潮
風
を
感

じ
な
が
ら
、
海
を
め
ぐ
る
環
境
に

つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　

７
月
26
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
付
近
の
海
岸

■
定
員　

先
着
30
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

７
月
20
日
㈪
・
㈷

★
夏
休
み
・
川
の
生
き
物
調
査

　

川
に
入
っ
て
水
質
を
調
べ
た
り
、

す
ん
で
い
る
虫
た
ち
を
捕
ま
え
た

り
し
な
が
ら
、
川
が
持
つ
役
割
や

川
を
め
ぐ
る
環
境
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
自

由
研
究
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

８
月
１
日
㈯　

10
時
〜

■
場
所　

小
崎
親
水
公
園
（
市
総

合
体
育
館
裏
）

■
定
員　

先
着
30
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

７
月
26
日
㈰

★
共
通
事
項

■
申
込
方
法　

①
住
所
、②
氏
名
、

③
年
齢
、
④
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
は
、
参
加
者
が
５

人
未
満
の
場
合
は
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
５
５
、
明
神
町
55
番
１
号

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
・
２
０
０
０

 

FAX 

６
２
・
１
２
１
２ 

メ
ー
ル

center@
kum

am
oto-eco.jp

（
原
則
、
月
曜
日
休
館
）

夏
休
み
遺
跡
発
掘
体
験
・

見
学
会

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
地
域

の
歴
史
を
学
び
、
本
物
の
土
器
や

石
器
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
場
所　

ひ
ば
り
ヶ
丘
・
北
園
上

野
古
墳
群
（
水
俣
警
察
署
近
く
）

■
日
時　

７
月
25
日
㈯　

10
時
〜

12
時

※
台
風
接
近
や
大
雨
警
報
発
令
な

ど
の
場
合
は
中
止

■
内
容　

遺
跡
見
学
会
、
発
掘
体

験
、
出
土
遺
物
展
示

■
参
加
料　

無
料

■
持
参
品　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、

帽
子
、
手
袋

■
問
い
合
わ
せ　

県
文
化
課
☎

６
３
・
７
０
１
６

蘇
峰
・
蘆
花

ゆ
か
り
の
地
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
日
時　

７
月
22
日
㈬　

８
時

■
場
所　

市
役
所
前
集
合

■
参
加
料　

３
５
０
０
円

■
定
員　

34
人

■
申
込
締
切
日　

７
月
16
日
㈭

■
コ
ー
ス　

市
役
所
〜
盈
進
小
学

校
〜
霧
島
神
宮
〜
霧
島
神
話
の
里

公
園（
昼
食
）〜
旅
行
人
山
荘（
温

泉
入
浴
）
〜
十
曽
池
〜
市
役
所

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

徳
富
蘇

峰
・
蘆
花
生
家
☎
６
２
・
５
８
９
９
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地
域
医
療
に
つ
い
て
丸
山
院
長

と
語
ろ
う
！
市
民
懇
話
会

　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

第
12
回
目
の
市
民
懇
話
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療

に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人
、
医
療

セ
ン
タ
ー
に
意
見
の
あ
る
人
、
過

去
に
実
施
し
た
懇
話
会
に
参
加
出

来
な
か
っ
た
人
、
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
建
設
的
な
意
見
交
換
を

目
指
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
25
日
㈯　

13
時
30

分
〜
16
時
（
予
定
）

■
内
容　

基
調
講
話
（
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
ほ
か
）、
質
疑
応
答
な
ど

■
場
所　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
西
館
６
階

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

医
療
セ
ン
タ
ー

総
務
課
☎
６
３
・
２
１
０
１

竹
林
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念

「
竹
林
園
祭
り
」

　

竹
林
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記

念
し
て
、「
竹
林
園
祭
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
野
外
ラ
イ
ブ
や
お
茶
の
野
だ
て
、

物
産
販
売
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

前
夜
祭
で
は
、

園
内
を
15
区
自
治
会
の「
竹
灯あ
か

り
」

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ま
た
、

竹
灯
り
ヨ
ガ
・
青
空
ヨ
ガ
も
開
催

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

○
前
夜
祭　

７
月
25
日
㈯　

18
時

　

〜
21
時

○
当
日　

７
月
26
日
㈰　

10
時
〜

　

16
時

■
場
所　

竹
林
園

■
参
加
料　

無
料
（
ヨ
ガ
イ
ベ
ン

ト
は
５
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ー
ト
リ
ン
ク

水
俣
☎
６
２
・
７
５
０
１

「
発
達
障
が
い
の
理
解
と
支
援
」

講
演
会

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、講
演
会
を
行

い
ま
す
。発
達
障
が
い
の
子
を
持

つ
父
で
も
あ
る
医
学
博
士
・
岩
永

竜
一
郎
さ
ん
に
よ
る
、発
達
障
が
い

児
の
特
性
に
沿
っ
た
支
援
に
つ
い

て
、具
体
的
・
実
践
的
な
講
演
で
す
。

　

発
達
障
が
い
の
子
ど
も
を
持
つ

家
庭
や
、幼
稚
園
・
保
育
所
、学
校
、

福
祉
施
設
な
ど
支
援
に
関
わ
る
人

は
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
11
日
㈯　

10
時
〜

■
場
所　

も
や
い
ホ
ー
ル

■
参
加
料　

無
料

■
講
師　

長
崎
大
学
大
学
院
医
学

博
士
・
岩
永
竜
一
郎
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
６
３
・
２
０
４
７

引
揚
者
か
ら
預
か
っ
た

通
貨
や
証
券
を
返
還
し
ま
す

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
に
海
外
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
た
人
た
ち
か
ら

預
か
っ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
保

管
し
て
い
ま
す
。
昭
和
28
年
か
ら

返
還
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
半
数

以
上
は
返
還
の
申
し
出
が
な
い
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の

あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
崎
税
関
☎

０
１
２
０
・
８
２
８
・
６
８
０(

㈪

〜
㈮
の
９
時
〜
17
時
、
㈷
を
除

く)

／
メ
ー
ル　

nagasaki-
sodan@

custom
s.go.jp

蚊
の
季
節

感
染
症
に
気
を
つ
け
て
！

　

昨
年
、
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症

「
デ
ン
グ
熱
」
が
国
内
で
も
流
行

し
ま
し
た
。
現
在
、
デ
ン
グ
熱
に

は
、
ワ
ク
チ
ン
や
特
別
な
治
療
法

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
感
染
す
る
と

デ
ン
グ
出
血
熱
と
呼
ば
れ
る
重
篤

な
症
状
を
呈
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
木
陰
や
ヤ
ブ
な
ど
、
蚊
の
発

生
し
や
す
い
場
所
に
立
ち
入
る
と

き
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

○
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
な
ど
を
着
用
し
、

　

肌
の
露
出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
素
足
や
サ
ン
ダ
ル
履
き
は
で
き

　

る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
に
応
じ
て
虫
除
け
剤
な
ど

　

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
６
２
・
３
０
２
８

松
本
得
三
絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
径みち
」
開
設

　

松
本
得
三
さ
ん
に
よ
る
、
水
俣

の
日
常
風
景
を
描
い
た
作
品
を
常

設
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
場
所　

百
楽
苑
４
階

■
日
時　

㈪
〜
㈯　

10
時
〜
17
時

■
観
覧
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

百
楽
苑
☎
８
４
・

９
８
０
０

伝言板

税関で保管している通貨の一部

【
有
料
広
告
】
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平
成
27
年
度
入
国
警
備
官

採
用
試
験

　

受
験
申
込
書
の
請
求
や
試
験
の

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
募
集
区
分　

警
備
官
、
警
備
官

（
社
会
人
）

■
受
験
資
格

【
警
備
官
】

①
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

　

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

　

起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い

　

な
い
人
お
よ
び
平
成
28
年
３
月

　

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

　

教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準

　

ず
る
と
認
め
る
人

【
警
備
官
（
社
会
人
）】

○
昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人
で
、
①
に
規
定
す
る

　

期
間
が
経
過
し
た
人
お
よ
び
人

　

事
院
が
当
該
者
に
準
ず
る
と
認

　

め
る
人

■
第
１
次
試
験
日
程　

９
月
27
日
㈰

■
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
21
日
㈫
９
時
〜
30
日
㈭（
受

　

信
有
効
）

　

申
し
込
み
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

）

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　

７
月
21
日
㈫
〜
７
月
23
日
㈭

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
１

２
ー
０
０
０
３
、
福
岡
市
博
多

区
下
臼
井
７
７
８
の
１
福
岡
空

港
国
内
線
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

内
・
福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課
☎

０
９
２
・
６
２
３
・
２
４
０
０

県
南
地
域
の
農
業
を
活
性
化

フ
ー
ド
バ
レ
ー
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

　
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、
県
南
地
域

の
豊
富
な
農
産
物
を
生
か
し
て
、

高
付
加
価
値
化
に
関
す
る
試
験
研

究
や
、
事
業
者
と
食
関
連
企
業
な

ど
と
の
新
た
な
結
び
つ
け
な
ど
を

行
い
ま
す
。
新
た
な
加
工
品
の
試
作

な
ど
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
セ
ン
タ
ー
の
４
つ
の
機
能
】

①
６
次
産
業
化
や
事
業
拡
大
な
ど
の

　

相
談
に
総
合
的
に
対
応
し
ま
す
。

②
機
能
性
成
分
の
分
析
や
流
通
・

　

鮮
度
保
持
の
試
験
研
究
を
行
い
、

　

地
域
で
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
化

　

に
つ
な
げ
ま
す
。

③
セ
ン
タ
ー
の
設
備
を
利
用
で
き
る

　
「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
機
能
」
に
よ

　

り
、
事
業
者
の
試
作
や
研
究
開

　

発
を
支
援
し
ま
す
。

④
く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
な

　

ど
と
連
携
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

の
た
め
の
研
修
会
な
ど
を
開
催

　

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６
９
ー

４
２
０
１
、八
代
市
鏡
町
鏡
村

３
６
３　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
（
県
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
い
業
研
究
所
内
）
☎

０
９
６
５
・
５
２
・
０
５
０
０
（
受

け
付
け
時
間
／
㈪
〜
㈮
の
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
、
㈷
を
除
く
）

水
俣
警
察
署
協
議
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

警
察
法
に
よ
り
、
県
内
の
各
警

察
署
に
は
「
警
察
署
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
俣
警
察

署
で
は
、
県
公
安
委
員
会
か
ら
協

議
会
委
員
と
し
て
５
人
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

警
察
署
協
議
会
は
、
警
察
署
長

が
諮
問
す
る
業
務
運
営
な
ど
に
関

し
て
答
申
や
意
見
を
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
意
見
を
警
察
署
の
運

営
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

【
水
俣
警
察
署
協
議
会
委
員
】

木
村
一
男
（
桜
井
町
）、
君
島
徳
昭

（
大
園
町
）、
木
戸
理
江
（
湯
出
）、

野
﨑
章
子
（
津
奈
木
町
）、
林
田

廣
美
（
津
奈
木
町
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
警
察
署
☎

６
２
・
０
１
１
０

九
州
電
力
か
ら

節
電
へ
の
協
力
の
お
願
い

　

夏
の
電
力
安
定
供
給
の
た
め
、

生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活
動

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
節
電
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜
９
月
30

日
㈬
の
㈪
〜
㈮

※
８
月
13
日
、
14
日
を
除
く

■
時
間
帯　

９
時
〜
20
時

※
電
気
の
使
用
が
集
中
す
る
13
時

〜
17
時
は
重
点
的
に
、
特
に
16
時

台
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

九
州
電
力
㈱
八

代
営
業
所
☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・

６
０
６

墨
絵
・
押
し
絵
の
親
子
展

　

母
と
子
に
よ
る
親
子
展
で
す
。

■
展
示
内
容
・
作
者　

墨
絵
15
点

／
長
浜
文
男
さ
ん
（
67
歳
、
奈
良

市
）、
押
し
絵
６
点
／
長
浜
つ
る

ゑ
さ
ん
（
91
歳
、
桜
井
町
）

■
場
所　

市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
医
療
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
院
内
通
路
各
所
）

■
展
示
期
間　

７
月
６
日
㈪
〜
11

月
６
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

溝
上
☎
０
９
０
・

７
９
２
７
・
４
９
５
９

市
立
総
合
体
育
館

児
童
プ
ー
ル
開
始

　

市
立
総
合
体
育
館
屋
外
の
児
童

プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す
。

■
開
設
期
間　

７
月
４
日
㈯
、
５

日
㈰
、
11
日
㈯
、
12
日
㈰

７
月
18
日
㈯
〜
８
月
30
日
㈰

※
総
合
体
育
館
休
館
日
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

■
開
設
時
間　

10
時
〜
17
時
（
12

時
〜
13
時
を
除
く
）

■
使
用
料　

１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
体
育

館
☎
６
３
・
３
３
３
９

ハス
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総
合
体
育
館
水
中
運
動
教
室

「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

　

水
の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用

し
て
行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル

の
向
上
・
肥
満
解
消
を
目
的
と
し

た
水
中
運
動
で
す
。

■
開
講
日
時

　

昼
の
部
／
７
月
14
日
㈫　

13
時
〜

　

14
時

　

夜
の
部
／
７
月
15
日
㈬　

19
時
〜

　

20
時

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
温
水

プ
ー
ル

■
定
員　

各
20
人

■
参
加
料　

１
回
５
０
０
円
（
温

水
プ
ー
ル
使
用
料
３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
参
品　

水
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ

プ
、
タ
オ
ル

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
総

合
体
育
館
☎
６
３
・
３
３
３
９

24
時
間 

借
金
・
生
活
保
護

１
１
０
番 

無
料
相
談
会

　

生
活
再
建
に
必
要
な
多
重
債

務
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
、

生
活
保
護
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時　

７
月
24
日
㈮　

16
時
〜

26
日
㈯　

16
時（
24
時
間
対
応
）

■
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談

○
電
話
（
相
談
専
用
）

　

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
０
８
０
０

○
面
談（
場
所
）

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館（
熊
本

　

市
）

■
問
い
合
わ
せ　

司
法
書
士
・
竹
本

☎
０
９
６
・
３
８
４
・
６
７
０
０

不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

無
料
相
談
会

　

土
地
境
界
や
建
物
未
登
記
、敷

地
に
通
じ
る
道
路
、相
続
登
記
、権

利
書
の
紛
失
な
ど
の
無
料
相
談
会

で
す
。

　

司
法
書
士
と
土
地
家
屋
調
査
士

が
対
応
し
ま
す
。予
約
は
不
要
で

す
。

■
日
時　

７
月
11
日
㈯　

10
時
〜

16
時

■
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談

○
電
話
（
相
談
専
用
・
当
日
の
み
）

　

☎
０
９
６
・
３
７
２
・
５
０
３
１

○
面
談（
３
会
場
）

　

①
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ  

　

ア（
熊
本
市
）、②
熊
本
県
土
地

　

家
屋
調
査
士
会
館（
熊
本
市
）、

　

③
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

　

ル（
八
代
市
）

■
問
い
合
わ
せ　

土
地
家
屋
調
査

士
・
嶋
崎
☎
０
９
６
・
２
８
８
・
３

３
４
７
／
司
法
書
士
・
湯
田
☎

０
９
６
・
３
４
２
・
６
４
５
０

信
交
会
が
市
街
地
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施

　

６
月
６
日
、熊
本
中
央
信
用
金

庫
水
俣
支
店
の
会
員
で
構
成
す
る

信
交
会
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。会
員
や
支
店
の

職
員
約
50
人
が
参
加
。支
店
か
ら

水
俣
駅
ま
で
の
旧
国
道
沿
い
と
国

道
３
号
で
、ご
み
拾
い
や
草
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、６
月
15
日
の

「
信
用
金
庫
の
日
」に
合
わ
せ
、歴

史
的
意
義
と
地
域
に
果
た
す
役
割

を
再
認
識
す
る
目
的
で
、毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

相  談

♥

エコパークの
ハナショウブ

話題満載
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　先日、もやい館で行われた「介護保険サービ
ス事業者連絡協議会」のパネルディスカッショ
ンに参加いたしました。
　介護施設の代表の方や社協の職員と、介護
の現状や取り組みについて議論を行いました。
介護施設や社協の現場での生の声を聞くこと
ができ、良い勉強になりました。介護職員の不足
で、近年は施設の職員が集まりにくい現状があ
ることも知りました。
　私からは、３月に作成した「第６期水俣市高
齢者福祉計画及び介護保険事業計画（ひまわ
りプラン）」を説明しました。私の介護、福祉に対
する考え方を介護職員の皆さんに話すことがで
き、大変良い機会を与えてもらったと思っていま
す。
　市は６月11日、初めての試みとして「おしごと
説明会」を水俣高校で開催いたしました。水俣
高校の就職希望者約100人に、地元企業17社
の紹介と業務内容などを聞いてもらう企画です。
　生徒たちには、企業ブースを３０分ずつ回って
もらい、企業への理解を深めていただきました。
中には社長自ら自社のお話をされる企業もあり、
各社で趣向を凝らし熱の入った説明がなされ、
生徒たちは真剣に聞いていました。この説明会
をきっかけに、地元企業を選んでくれる生徒が
出ることが楽しみです。
　私たちの仕事は、福祉、教育、土木建設、税
務など多岐にわたりますが、人と人、人と企業を
つなぐという、今までにない仕事の大事さを感じ
ています。

「
東とう

ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走
」は
、西
田
弘
志
市
長
の「
し
せ
い
」を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、コ
ラ
ム
で
す
。　「
東
奔
西
走
」と
は
、東
や
西
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
駆
け
回
る
こ
と
で
す
。

とうほんせいそう

水俣市長 西田 弘志

－16－

【♪】ホームヘルパー２級を
持ってます！

東東奔西走
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第60回恋龍祭第60回恋龍祭
「みなまた港フェスティバル「みなまた港フェスティバル

2015」2015」を開催しました！を開催しました！

１

１_ 海上自衛隊掃海艇「ひらしま」　２_ 歓
迎セレモニー　３_ 海上自衛隊「とよしま」
の前で記念撮影　4_ 消防本部によるはしご
車乗車体験　5_グラスボート「サブマリン
号」　6_くまモントレイン　7_ カラオケ選手
権　８_ 陸上自衛隊特殊車両の体験乗車　
9_ みなまた物産展会場　10_ お魚つかみど
り大会　11_Big John TENTA　12_ 音と光
と花火によるレーザーショー　13_ お魚つか
みどり大会　14_もっこすファイヤー　15_
ゴールデンサウンズ　16_やうちブラザーズ

　恋龍祭実行委員会は5月30日・31日、水俣港周辺で「み
なまた港フェスティバル2015」を開催しました。
　グラスボートによる海中探検や海上自衛隊の掃海艇の艦内
見学、お魚つかみどり大会などがあり、多くの人でにぎわい
ました。みなまた物産展も同時開催。30日は夜のイベントも
あり、ステージイベント、花火とレーザーショーで盛り上がり
ました。

２

３

４

５

６

７

８

９ 10

11

12

13

14

15

16

フォトリポート １フォトリポート １
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おしごと説明会おしごと説明会
　市は６月11日、水俣高校体育館で「おしご
と説明会」を初めて開催しました。市内の 17
企業が参加。就職を希望する約 100 人の３年
生がグループになり、各企業のブースで業務
内容や待遇面などの説明を聞きました。
　この取り組みを通して、市内に就職を希望す
る生徒と、高校生を新規採用したい企業をつ
なぐ「マッチング」や、就職に対する不安の
解消、市内企業の魅力の再発見、地域産業の
活性化などが期待されます。

フォトリポート 2フォトリポート 2

アクトビーリサイクリング㈱

※参加企業：写真参照（50音順）

医療法人旭会　水俣病院

エム・シー・オイル㈱ 河村電器産業㈱　水俣工場 坂田建設㈱

特別養護老人ホーム　白梅荘 介護老人保健施設　白梅の里 自衛隊熊本地方協力本部　水俣地域事務所

生活協同組合　くまもと 攝津工業㈱ 立尾電設㈱

㈲ハーモニー環境サービス ビハーラまどか ㈱福田農場ワイナリー

マルイ食品㈱　しらぬい工場 南九州センコー㈱ 湯の児　海と夕やけ

■問い合わせ　経済観光課☎61-1628



※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2015年（

平
成
27年

）
 ７
月
１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
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熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
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☎
0966ー

61ー
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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w
w
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★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

水
俣
に
こ
の　
　
　
　

あ
り　
　

88

人人

　

今
年
で
60
回
目
を
迎
え
、８
年
ぶ
り
に
２

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
恋
龍
祭
。実
行

委
員
長
を
務
め
る
の
は
、白
井
正
雪
さ
ん（
53

歳
）で
す
。

　

再
生
資
源
回
収
会
社
を
営
む
白
井
さ
ん
は
、

水
俣
商
工
会
議
所
青
年
部
に
入
っ
て
以
来
、

恋
龍
祭
の
運
営
に
関
わ
っ
て
17
年
、実
行
委

員
長
と
し
て
は
６
年
目
に
な
り
ま
す
。「
自
分

は
微
力
で
、一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
。恋
龍

祭
は
、市
内
の
多
く
の
団
体
、個
人
が
支
え
て

い
る
」と
話
し
ま
す
。「
実
行
委
員
会
の
み
ん

な
で
し
っ
か
り
話
し
合
い
、み
ん
な
で
決
め
る
。

若
手
も
ベ
テ
ラ
ン
も
関
係
な
く
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
え
る
。風
通
し
の
良
い
関
係
が
こ
こ

に
は
あ
り
ま
す
」

　

60
回
目
の
節
目
に
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を

思
い
出
そ
う
と
、今
回
に
限
り
２
日
間
で
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
た
そ
う
で
す
。２
日
間

で
の
開
催
は
、人
員
や
経
費
の
面
で
も
運
営

が
大
変
で
す
。「
そ
れ
で
も
、み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
決
め
た
。全
員
が
成
功
を
目
指
し
て
思
い

を
共
有
し
て
い
る
か
ら
や
れ
る
」。そ
う
話
す

白
井
さ
ん
の
笑
顔
に
は
、仲
間
へ
の
信
頼
と
自

信
が
に
じ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

白
井
さ
ん
の
目
は
、未
来
の
恋
龍
祭
の
姿

を
、し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
人
口
が
減
っ
て
以
前
と
同
じ
に
は
で
き
な
い
。

人
を
た
く
さ
ん
呼
ぶ
こ
と
も
大
切
だ
け
ど
、

市
民
が
み
ん
な
で
参
加
で
き
て
楽
し
め
る
、

記
憶
に
残
る
祭
に
し
た
い
。こ
の
火
を
消
す
こ

と
な
く
、長
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

　

今
年
の
恋
龍
祭
は
、７
月
18
日
、19
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。思
い
出
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
に
、

ま
た
新
し
い
思
い
出
を
作
り
に
、家
族
み
ん
な

で
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
水
俣
に
こ
の
人
あ
り
」で
は
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す

恋
龍
祭
実
行
委
員
会  

実
行
委
員
長　

白
井  

正
雪
さ
ん

Vol.

編 

集 

後 

記

▼
先
日
、久
し
ぶ
り
に
普
通
列
車
に
乗
る
用
が

あ
り
ま
し
た
。の
ん
び
り
景
色
で
も
眺
め
よ
う

と
思
っ
て
い
た
の
に
、い
つ
の
間
に
か
う
つ
ら
う

つ
ら
と
・・・
電
車
に
揺
ら
れ
て
る
と
、ど
う
し
て

あ
ん
な
に
眠
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。▼
人
生
の

３
分
の
１
は
睡
眠
時
間
だ
、な
ん
て
言
っ
て
い
た

の
は
テ
レ
ビ
だ
っ
た
か
。し
っ
か
り
眠
る
と
、頭

も
体
も
と
っ
て
も
調
子
が
い
い
。そ
う
と
分
か
っ

て
い
て
も
、つ
い
つ
い
夜
更
か
し
し
て
し
ま
い
ま

す
。▼
寝
苦
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
お
体
に
は
気
を
つ
け
て
。私
も
も
う
寝
ま
す

恋龍祭の開催に合わせて、７月19日に「おれんじ鉄道感謝デー」が実施されます。おれんじ鉄道全区間が運賃３００円までで乗れます！

恋龍祭実行委員会 実行委員長

白井 正雪 さん（月浦）
   し  ら  い         ま さ ゆ き

福
自慢のペットを大募集 !
 写真（返却不可）に、住所・飼い主＆ペットの名前・電話番号・性別・コメントを添えて
〒867-8555 （住所記載不要） 水俣市総務課まで。写真データの持ち込みもＯＫです！　

 家族自慢
ウチのペ ッ ト

岡本さん家の  

 小梅 
ち

（♀・9歳・初野）
ちゃん

畑のパトロールが日課です

ご主人に大切
に

してもらって
ます▼

編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今
は
、数
日
雨
が

続
い
て
い
る
状
況
。わ
が
家
で
は
猫
が
た
い
く
つ

そ
う
に
し
て
い
ま
す
。靴
が
ぬ
れ
て
し
ま
う
の
だ

け
は
苦
手
で
す
が
、雨
の
日
に
は
雨
の
日
の
良
さ

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。あ
じ
さ
い
を
見
る
な
ら
雨

に
ぬ
れ
て
い
る
方
が
好
き
で
す
し
、長
靴
を
履
い

た
ら
、不
思
議
と
雨
の
中
を
歩
き
た
く
な
り
ま

す
。雨
上
が
り
に
は
虹
も
見
ら
れ
ま
す
ね
。と
は

い
え
、ほ
ど
ほ
ど
の
量
の
雨
で
な
い
と
、楽
し
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。今
夏
の
雨
量
が
、災
害
が

起
き
な
い
程
度
で
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
智

34


	01
	02-09_02
	02-09_03
	02-09_04
	02-09_05
	02-09_06
	02-09_07
	02-09_08
	02-09_09
	10-21_10
	10-21_11
	10-21_12
	10-21_13
	10-21_14
	10-21_15
	10-21_16
	10-21_17
	10-21_18
	10-21_19
	10-21_20
	10-21_21
	22-23_1
	22-23_2
	24-31_24
	24-31_25
	24-31_26
	24-31_27
	24-31_28
	24-31_29
	24-31_30
	24-31_31
	32-33_32
	32-33_33
	34

